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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1)　連結経営指標等

 

回次 第122期 第123期 第124期 第125期 第126期

決算年月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 2020年３月

売上高 （百万円） 22,885 21,423 21,991 22,117 22,538

経常利益 （百万円） 1,098 1,090 1,090 681 759

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△）

（百万円） 454 649 732 △324 528

包括利益 （百万円） 639 798 783 △391 583

純資産額 （百万円） 16,458 17,075 17,680 17,109 17,514

総資産額 （百万円） 35,955 35,485 36,850 36,370 35,386

１株当たり純資産額 （円） 510.12 528.96 547.15 527.65 539.82

１株当たり当期純利益金額
又は１株当たり当期純損失
金額（△）

（円） 14.68 20.95 23.64 △10.47 17.06

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 44.0 46.2 46.0 44.9 47.3

自己資本利益率 （％） 2.9 4.0 4.4 △1.9 3.2

株価収益率 （倍） 11.8 10.3 10.4 △16.7 8.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 975 1,737 1,926 1,072 22

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △353 △510 △644 △507 △649

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △896 △882 △845 △192 280

現金及び現金同等物の期末
残高

（百万円） 2,347 2,692 3,125 3,477 3,132

従業員数 （名） 400 419 434 444 455

（外、平均臨時雇用者数） （名） (109) (102) (87) (86) (88)
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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(2)　提出会社の経営指標等

 

回次 第122期 第123期 第124期 第125期 第126期

決算年月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 2020年３月

売上高 （百万円） 17,110 16,303 16,790 16,914 16,886

経常利益 （百万円） 937 966 821 474 435

当期純利益又は当期純損失
（△）

（百万円） 523 730 633 △968 392

資本金 （百万円） 2,255 2,255 2,255 2,255 2,255

発行済株式総数 （千株） 31,000 31,000 31,000 31,000 31,000

純資産額 （百万円） 14,286 14,895 15,383 14,317 14,509

総資産額 （百万円） 32,509 32,263 33,455 32,432 31,347

１株当たり純資産額 （円） 461.17 480.84 496.60 462.19 468.41

１株当たり配当額 （円） 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00

（内１株当たり中間配当
額）

（円） (0) (0) (0) (0) (0)

１株当たり当期純利益金額
又は１株当たり当期純損失
金額（△）

（円） 16.91 23.58 20.45 △31.25 12.68

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 43.9 46.2 46.0 44.1 46.3

自己資本利益率 （％） 3.7 5.0 4.2 △6.5 2.7

株価収益率 （倍） 10.2 9.1 12.1 － 8.5

配当性向 （％） 29.6 21.2 24.5 － 39.4

従業員数 （名） 286 303 313 316 330

（外、平均臨時雇用者数） （名） (70) (64) (52) (50) (47)

株主総利回り （％） 80.5 101.8 118.6 88.2 76.9

（比較指標：配当込み
TOPIX）

（％） (89.2) (102.3) (118.5) (112.5) (101.8)

最高株価 （円） 236 233 284 250 253

最低株価 （円） 166 152 200 141 128
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」については、潜在株式がないため、記載しておりません。

３　第125期の株価収益率及び配当性向については、当期純損失であるため記載しておりません。

４　最高株価及び最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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２ 【沿革】

当社は、1901年「神戸ボイル油」(1910年株式会社組織に改組)を現在の神戸市灘区に塗料製造所として開設したの

を事業の始めとし、1933年４月東洋塗料製造株式会社と合併し、「神東塗料株式会社」を設立いたしました。

創業以来の主な推移を、年次別に示せば次のとおりであります。
 

年次 沿革

1933年４月 東洋塗料製造株式会社と合併し「神東塗料株式会社」を設立

1938年４月 住友化学工業株式会社(現住友化学株式会社)と資本・技術提携

1938年５月 神東化学研究所(元化成品事業部大阪工場)を新設、防腐防虫剤・香料・消毒剤・その他工業薬
品・医薬品・医薬部外品の製造開始

1940年４月 国広工場(現尼崎工場)を新設、本社を現在地(尼崎市南塚口町)に移転

1943年８月 帝国塗料株式会社と合併、東京工場と改称

1950年６月 東京支店を開設

1951年６月 大阪証券取引所に株式上場

1965年８月 千葉工場を新設

1966年４月 日本メラミン株式会社と提携

1968年６月 本社に研究所を設置し、研究体制を整備

1969年４月 光揚塗料株式会社と提携

1969年５月 大東塗料株式会社の塗料部門の営業権譲受

1971年９月 石産ペイント株式会社の塗料部門の営業権譲受

1978年８月 シントーファミリー株式会社(現連結子会社)を設立し、家庭用塗料の販売開始

1985年２月 塗料販売会社、株式会社北海道シントー(現連結子会社)営業開始

1986年７月 電子材料分野に進出

1987年７月 日本油脂株式会社と自動車用塗料で技術提携

1988年１月 東海事業所を新設

1988年７月 台湾の自動車用塗料分野へ進出のため現地法人を買収(現神東艾仕得塗料系統股份有限公司・持
分法適用関連会社)

1989年１月 塗料販売会社、株式会社中部シントー(連結子会社)営業開始

1989年２月 東京研究所を移転し、跡地再開発事業着手

1989年３月 東京事業所を新設

1991年８月 東京研究所跡地に賃貸用マンション棟開設

1991年10月 東京研究所跡地に賃貸用オフィスビル棟開設

1991年10月 塗料販売会社、株式会社九州シントー(現連結子会社)営業開始

1993年１月 千葉工場液晶表示板用カラーフィルター工場新設

1993年10月 株式会社シントーケミトロンを合併

1994年３月 尼崎工場内に化成品工場を新設し、化成品事業部大阪工場を売却

1995年１月 塗料販売会社、株式会社東京シントー(連結子会社)営業開始

1996年４月 塗料販売会社、株式会社西部シントー(連結子会社)営業開始

1996年７月 液晶表示板用カラーフィルター事業をケミトロン株式会社へ営業譲渡

1997年７月 品質マネジメントシステム国際規格ＩＳＯ9000Ｓ審査登録

1997年10月 化成品事業をシントーファイン株式会社(現住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社)へ営業
譲渡

1997年10月 自動車用塗料・工業用電着塗料(アルミ電着塗料を除く)事業を関連会社のデュポン神東・オート
モティブ・システムズ株式会社（現神東アクサルタ コーティング システムズ株式会社・持分法
適用関連会社）へ営業譲渡

2000年３月 株式会社東京シントー及び、株式会社西部シントーから営業譲受し、両連結子会社は解散

2001年１月 環境マネジメントシステム国際規格ＩＳＯ14001審査登録

2001年９月 賃貸用マンション棟、オフィスビル棟売却

2002年３月 エスピー興産株式会社を合併

2006年12月 台湾神東化学股份有限公司(現神東艾仕得塗料系統股份有限公司・持分法適用関連会社)の保有株
式を関連会社であるデュポン神東・オートモティブ・システムズ株式会社（現神東アクサルタ
コーティング システムズ株式会社・持分法適用関連会社）へ売却

2007年９月 ジャパンカーボライン株式会社を、持分比率の増加及び実質支配力基準の適用により、持分法適
用会社から連結子会社に変更

2012年６月 PT. Shinto Paint Indonesia（現持分法適用関連会社）を設立

2012年９月 神之東塗料貿易(上海) 有限公司（現持分法適用関連会社）を設立

2013年３月 PT. Shinto Paint Manufacturing Indonesia（現連結子会社）を設立

2013年７月 東京証券取引所と大阪証券取引所の現物市場統合に伴い、東京証券取引所市場第一部に上場

2013年12月 株式会社中部シントー(連結子会社)解散

2016年４月 Shinto TOA Vietnam Co., Ltd.(現非連結子会社)を設立
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３ 【事業の内容】

当社グループ(当社及び関係会社)は、当社、子会社８社及び関連会社６社その他の関係会社１社で構成され、塗

料、化成品の製造販売を主な事業としております。

当社グループの事業に係わる位置付け及びセグメントとの関連は、次のとおりであります。なお、セグメントと同

一の区分であります。

(1) 塗料事業 当社は、合成樹脂塗料等の製造販売を行っており、製品の一部を子会社であるシントー

ファミリー㈱、㈱北海道シントー、㈱九州シントー、㈱早神等を通じて販売しておりま

す。また、当社は子会社であるジャパンカーボライン㈱と関連会社である神東アクサル

タ コーティング システムズ㈱からの受託生産を行い、同２社に対して、製品供給を

行っております。また、海外の子会社であるPT. Shinto Paint Manufacturing

Indonesia、海外の関連会社である神東艾仕得塗料系統股份有限公司及びTOA-SHINTO

(THAILAND)CO.,LTD.等は、現地において合成樹脂塗料等の製造販売を行っており、当社

は各社に対して技術指導を行っております。

また、当社は子会社シントーサービス㈱等に塗料の調色業務を委託しております。

(2) 化成品事業 当社は、住友化学㈱の子会社である住化エンバイロメンタルサイエンス㈱より、

防疫薬剤及び工業用殺菌剤の受託生産を行っております。
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当社グループの主な事業を系統図によって示すと次のとおりとなります。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金又は
出資金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
〔被所有〕割合

(％)
関係内容

(連結子会社)      

シントーファミリー㈱
東京都

豊島区
50 塗料事業 100.0

①　役員の兼任　２名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております。

③　設備の賃貸借

　　当社は同社に事務所を賃貸しております。

㈱北海道シントー
北海道

恵庭市
30 塗料事業

100.0

(10.0)

①　役員の兼任　２名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております。

③　設備の賃貸借

　　当社は同社に事務所を賃貸しております。

㈱早神
大阪市

北区
50 塗料事業 100.0

①　役員の兼任　１名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております

㈱九州シントー
福岡市

博多区
50 塗料事業 100.0

①　役員の兼任　２名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております。

シントーサービス㈱
兵庫県

尼崎市
10 塗料事業 100.0

①　役員の兼任　２名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料の調色業務を委託しております。

③　設備の賃貸借

　　当社は同社に事務所を賃貸しております。

ジャパンカーボライン㈱

(注)３，４

東京都

江東区
100 塗料事業 50.0

①　役員の兼任　２名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております。

PT. Shinto Paint

Manufacturing

Indonesia　　　　　　

　　　　　　　(注)５

Bekasi,

Indonesia

百万インドネ

シアルピア

198,973

塗料事業 99.95

①　役員の兼任　２名

②　営業上の取引

　　当社は同社に技術指導を行っております。

　　当社は同社に塗料を販売しております。

(持分法適用関連会社)      

神東アクサルタ コー

ティング システムズ㈱

東京都

江東区
450 塗料事業 50.0

①　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております。

　　当社は同社に技術供与を行っております。

②　設備の賃貸借

　　当社は同社に事務所を賃貸しております。

神東艾仕得塗料系統股份

有限公司

台湾省

台北市

百万ニュー

台湾ドル

100

塗料事業
　　　　50.0

(50.0)

　　営業上の取引

　　当社は同社に技術指導を行っております。

　　当社は同社に塗料を販売しております。

神之東塗料貿易(上海)

有限公司

中国

上海市

千人民元

10,962
塗料事業 　　　　40.0

①　役員の兼任　１名

②　営業上の取引

　　当社は同社に塗料を販売しております。

PT. Shinto Paint

Indonesia

Jakarta,

Indonesia

百万インドネ

シアルピア

8,961

塗料事業 　　　　40.0 　　　　　　　　　　　　─

TOA-SHINTO

(THAILAND)CO.,LTD.

Bangkok,

Thailand

百万タイ

バーツ

8

塗料事業 49.0

①　役員の兼任　１名

②　営業上の取引

　　当社は同社に技術指導を行っております。

　　当社は同社に塗料を販売しております。

(その他の関係会社)      

住友化学㈱

(注)６

東京都

中央区
89,699

総合化学

工業
〔45.2〕 ①　役員の兼任　１名

 

(注) １　主要な事業の内容欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。(その他の関係会社を除く)

２　「議決権の所有〔被所有〕割合」欄の(内書)は間接所有であります。

３　持分は、100分の50以下でありますが、実質的に支配しているため子会社としております。
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４　売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く）の連結売上高に占める割合が10％を超えております。

　　主要な損益情報等　①　売上高　　　4,043百万円

　　　　　　　　　　　②　経常利益　　 209百万円

　　　　　　　　　　　③　当期純利益　　141百万円

　　　　　　　　　　　④　純資産額　　1,584百万円

　　　　　　　　　　　⑤　総資産額　　2,149百万円

５　特定子会社であります。

 ６　有価証券報告書の提出会社であります。

 

５ 【従業員の状況】

(1)  連結会社の状況

2020年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数(名)

塗料事業
455
(85)

化成品事業
10
(3)

合計
455
(88)

 

(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

向者を含む就業人員数であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の年間平均雇用人員(１日7.75時間換算)であります。

３  臨時従業員には、パートタイマー、嘱託社員及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。

 

(2)  提出会社の状況

2020年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(円)

330
40.8 13.5 5,230,421

(47)
 

 

セグメントの名称 従業員数(名)

塗料事業
320
(44)

化成品事業
10
(3)

合計
330
(47)

 

(注) １  従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の年間平均雇用人員(１日7.75時間換算)であります。

３  臨時従業員には、パートタイマー、嘱託社員及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。

４  平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 

(3)  労働組合の状況

当社グループでは、当社のみ、労働組合に加盟しております。加盟している労働組合は、全日本塗料労働組合協

議会であり、2020年３月31日現在組合員数は255名で、特に問題なく円満に推移しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において、当社グループが判断したものであります。

 
(1)　会社の経営の基本方針

当社グループは、高い技術水準に裏打ちされた高品質、高機能、環境対応型の塗料製品・コーティング材料と

サービスを顧客志向の組織を通じて、真心こめて提供していくことを基本方針としております。

 
また、当社は以下の「企業理念」を経営の基本としております。

 
「企業理念」

神東塗料は、

１. 塗料事業を通じて社会の発展に貢献します。

２. 堅実と信用を第一に、お客様に信頼される会社であり続けます。

３. 社員が愛着を持ち、より誇りの持てる会社を目指していきます。

 

(2)　目標とする経営指標

当社グループにおきましては、業績に占める持分法適用会社の重要性を考慮し、売上高、営業利益、経常利益、

売上高営業利益率及び売上高経常利益率を重要な指標として認識しておりますが、当面はコアビジネスの収益力の

向上を図るため売上高営業利益率を最重要視しております。

 
(3)　中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、現在主な事業地域としている国内市場の構造的な縮小、世界で広がる保護貿易主義的な傾向、

原材料価格の値上がり懸念など厳しい市場環境が想定される一方、老朽化した設備の更新投資をはじめとする経費

の増加も避けられず、売上高・利益の拡大は容易ではないと認識しております。この課題解決のため、既存製品の

改良によるシェア拡大・収益向上、事業範囲の拡大による売上高増加、ITツール導入による生産性向上に取り組ん

でまいります。また、10年先の利益水準の目標を連結売上高営業利益率10％と設定し、この10年を準備・実施・収

穫の３つのフェーズに分けて、様々な施策を進めてまいります。2020年度からの３年間は準備フェーズとして、①

既存事業分野におけるシェア拡大・利益率の改善、②ITの活用・自動化の推進による生産性の向上、③関係会社と

の連携強化・効率化推進、④当社の強みを活かした新規ビジネス探索、⑤コンプライアンスの徹底・安全安定操業

継続、⑥海外市場調査・事業性評価・人材確保、を重点取り組み項目とし、2022年度の連結売上高営業利益率を

４％まで引き上げることを目標としております。

 
（塗料事業）

塗料事業につきましては、利益率の改善に向けて、既存塗料製品の高機能化、塗料以外の新規材料の開発、海

外での事業拡大の３つを事業展開の軸に取り組んでまいります。

 
（化成品事業）

住化エンバイロメンタルサイエンス㈱より受託生産しております化成品事業につきましては、同社と緊密に連

携しつつ、高品質な製品を安定的に供給してまいります。
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(4)　会社の対処すべき課題

今後の見通しといたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響による国内外の景気後退など、当社を取り巻

く事業環境は一層困難を伴うものになると思われます。

このような状況に対し、当社グループといたしましては、利益率の改善に向けて、既存塗料製品の高機能化、塗

料以外の新規材料の開発、海外での事業拡大の３つを事業展開の軸とし、ＩＴツール導入などによる生産性向上に

製造、販売、研究開発、管理の全ての分野において積極的に取り組んでまいります。

また、事業活動の全般における内部統制システム、コンプライアンスについては、引き続き、体制の整備拡充に

注力し、グループ全体で遵守・徹底を図る所存であります。

 
２ 【事業等のリスク】

経営者が当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を及ぼす可能性があると

認識している主要なリスクには以下のようなものがあります。なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計

年度末において当社グループが判断したものであります。

 

（市場や供給に係るリスク）

(1) 新製品の研究開発に係るリスク

当社グループにとって、新製品の研究開発や上市は最重要課題の一つと認識し取り組んでおりますが、顧客ニーズ

の多様化・変化等の不確定要素により、将来の収益源の柱となる新製品の研究開発が期待どおりに進捗しなかった場

合には、競争力が低下し、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性

があります。

 
(2) 製品の品質に係るリスク

当社グループは、世界的に認められている厳格な品質管理基準に従って、各種製品を製造しておりますが、すべて

の製品について欠陥が無く、将来にわたってリコールが発生しないという保証はありません。大規模な製品事故や予

期せぬ品質問題の発生は、多額のコストや当社グループの評価に重大な影響を与え、当社グループの財政状態、経営

成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

(3) 原材料の価格変動及び需給に係るリスク

当社グループの使用する各種原材料は、国内外の需給関係等により仕入価格が変動いたします。仕入価格が上昇し

た場合、当社グループの製品価格への転嫁が遅れることなどにより、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。また当社グループでは、購入先を複数にするなど原材料が購

入できないリスクを低減するように努めておりますが、時に原材料の不足が生じないという保証はありません。必要

な原材料が確保できない場合、当社グループの生産・販売活動に影響を与え、当社グループの財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

 
(4) 他社との競合や価格競争に係るリスク

当社グループの事業は価格競争に晒されております。また、国内塗料需要がほぼ横這いで推移するなか、競合他社

の生産能力増強等、様々な理由により当社グループの製品は今後も厳しい価格競争に晒されるものと予想されます。

当社グループはコストの低減に努めておりますが、価格競争を克服できない場合、当社グループの財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

 
(5) 事故・災害に係るリスク

当社グループは、製造設備の停止や製造設備に起因する事故等による潜在的なマイナス要因を最小化するため、す

べての製造設備において定期的な点検を実施しております。しかしながら、製造設備で発生する事故、自然災害等に

よる影響を完全に防止・軽減できる保証はありません。また、当社グループの事業活動におけるシステム・ネット

ワークへの依存度は年々増加しており、セキュリティの高度化等によりシステム及びデータの保護に努めております

が、停電、自然災害並びにコンピュータウイルス及びハッキング等のシステム犯罪等により、システム・ネットワー

ク障害が生じる可能性があります。
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事故等により、工場周辺に物的・人的被害を及ぼした場合、あるいは、システム・ネットワーク障害が発生した場

合、事業活動に支障をきたすほか、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼ

す可能性があります。

 

（資産や負債に係るリスク）

　 (1) 固定資産の減損に係るリスク

当社グループが保有する固定資産について、経営環境の著しい悪化等による収益性の低下又は市場価格の下落等に

より、減損損失が発生し、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性

があります。

 
(2) 地価の下落に係るリスク

当社グループが保有する土地について、その多くは土地の再評価に関する法律に基づき再評価を行っております。

今後、地価が大幅に下落した場合には、減損会計適用による損失が発生するなど、当社グループの財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

 
(3) 金利変動に係るリスク

当社グループは、運転資金及び設備資金に要する資金を主に金融機関からの借入により調達しております。資産の

効率化を図るなど借入金の圧縮に努めておりますが、総資産に対する借入金残高の比率はまだ高い水準にあります。

近年は、低金利の状態が続いておりますが、今後金利が上昇した場合には支払利息が増加し、当社グループの財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) 為替レート変動に係るリスク

当社グループは、国内で製造した製品を海外に輸出するとともに海外からの原料品を輸入しておりますが、製品輸

出高は原料品輸入高を上回っております。外国通貨に対して円高が進行した場合、海外で生産された製品に対する価

格競争力が低下することに加え、輸出手取額の減少が輸入支払額の減少を上回ることになります。為替レートの変動

によるリスクを完全にヘッジすることはできないため、円高の進行は当社グループの財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。また、海外の関係会社には外国通貨建の債務を保有している

会社があるため、外国通貨に対して自国通貨安が進行した場合、為替差損が発生し、当社グループの財政状態、経営

成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

海外の関係会社の経営成績は、連結財務諸表作成のために円換算されております。換算時の為替レートにより、円

換算後の価値が影響を受ける可能性があり、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影

響を及ぼす可能性があります。

 
(5) 繰延税金資産の取崩しに係るリスク

当社グループは、将来の課税所得に関する予測・仮定に基づき、繰延税金資産の回収可能性の判断を行っておりま

すが、将来の課税所得の予測・仮定が変更され、繰延税金資産の一部ないしは全部が回収できないと判断された場合

には繰延税金資産が減額され、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可

能性があります。

 
（その他経営全般に係るリスク）

(1) コンプライアンスに係るリスク

当社グループは、コンプライアンス推進体制を構築するとともに、役員・従業員への教育啓発活動を随時実施し、

企業倫理の向上及び法令遵守の強化に努めています。しかしながら、コンプライアンス上のリスクを完全には回避で

きない可能性があり、法令等に抵触する事態が発生した場合、当社グループの評価に重大な影響を与え、発生した損

害に対する賠償金の支払等により、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼ

す可能性があります。
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(2) 規制変更に係るリスク

当社グループは、事業展開する各国の規制に従い、業務を遂行しております。将来における法律、規則、政策、実

施慣行、解釈及びその他の変更並びにそれらによって発生する事態が、当社グループの業務遂行、財政状態、経営成

績およびキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。また、将来的に環境及び化学品の安全等に対

する法的規制が強化され、新たな対策コストが発生する可能性があります。

 

(3) 人材確保に係るリスク

当社グループの成長及び利益は、製造・販売・研究開発・管理における専門性を有する優秀な人材の確保・育成に

影響されます。当社グループでは、こうした有能な人材の確保・育成に努めておりますが、労働市場における人材獲

得競争は厳しさを増しており、想定どおりに採用・教育が進まない場合、当社グループの財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

 
(4) 知的財産権に係るリスク

当社グループは、他社と差別化できる技術とノウハウを蓄積し事業の競争力を強化してきました。当社グループ独

自の技術・製品とノウハウの一部は、厳正な管理を行っているものの、予期せぬ事態により外部に流出する可能性が

あり、また、特定の地域ではこれらの知的財産の完全な保護が不可能なため、第三者が当社グループの知的財産を使

用して類似製品を製造することを効果的に防止できない可能性があります。また将来、知的財産に係る紛争が生じ、

当社グループに不利な判断がなされる可能性があります。

 
(5) 訴訟に係るリスク

当社グループは、国内及び海外事業に関連して、訴訟、係争その他の法律的手続きの対象となるリスクがあり、将

来重要な訴訟等が提起された場合には当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及

ぼす可能性があります。

 
　 (6) その他のリスク

疾病、自然災害、産業事故、テロ、戦争等が発生した場合には、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、国内外における企業の一時的な操業停止・減産等、経済に多大な影

響を与えており、当社グループにおいても一部生産調整を行うなど影響が及んでおります。新型コロナウイルス感染

症の収束時期や今後の展開次第では、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に更に影響

を及ぼす可能性があります。

 
３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
(1)　経営成績等の状況の概要

当連結会計年度における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用関連会社）の財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

 

①　財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度におけるわが国経済は、年度前半は設備投資が堅調に推移するなど底堅い内需により、緩やか

な回復基調が続いておりましたが、年度後半は米中貿易摩擦の長期化や消費税率引き上げ、さらに年度末にかけ

ての新型コロナウイルス感染症の世界的流行などの影響により、経済情勢は不透明感を増し、先行きが懸念され

る状況となっております。

当社グループにおきましては、こうした経済状況の中で新製品の開発等による積極的な販売活動を展開すると

ともに、コスト競争力の一層の向上を目指して取り組んでまいりました。

塗料事業の売上の状況につきましては、工業用電着塗料・建築塗料・道路施設用塗料・軌道材料製品は前連結

会計年度比増加いたしました。
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この結果、当連結会計年度における売上高は、一部グループ会社の売上が好調であったことから22,538百万円

（前年同期比1.9％増）となりました。損益面では、営業利益は594百万円（前年同期比4.1％増）、売上高営業利

益率は2.6％、経常利益は持分法による投資利益の改善もあり759百万円（前年同期比11.4％増）、売上高経常利

益率は3.4％となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に計上したグループ会社

の減損がなくなったことから528百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失324百万円）となり

ました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

（塗料事業）

アルミ電着塗料分野は、国内主要ユーザーの生産ライン獲得による出荷増はあったものの、一部主要ユーザー

の減産及び輸出が低調に推移した影響から、売上高は減少いたしました。

工業用電着塗料分野は、配電盤、農機、住宅建材向け出荷が堅調に推移した他、新規ラインの獲得などによ

り、売上高は増加いたしました。

粉体塗料分野は、主力の鋼製家具、家電、電気機器メーカー向け出荷が引き続き堅調に推移したものの、一部

主要ユーザーの減産の影響もあり、前連結会計年度並みの売上高となりました。

工業用塗料分野は、形鋼及びゴルフボール向け出荷が堅調に推移しましたが、建設機械及び工作機械のユー

ザーの減産の影響により、売上高は減少いたしました。

建築塗料分野は、戸建て及び集合住宅向けのリフォーム用外装材の出荷が好調に推移した他、子会社における

工事売上も好調でありましたことから、売上高は増加いたしました。

防食塗料分野は、前連結会計年度に好調であった新設橋梁物件の出荷が低調に転じた他、民間プラント向けの

大型案件受注が減少したため、売上高は減少いたしました。

道路施設用塗料分野は、天候不順及びG20開催などによる交通規制の影響を受けたものの、すべり止め材、カ

ラー舗装材、段差修正材などの高付加価値品の出荷が好調に推移し、売上高は増加いたしました。

軌道材料製品分野は、整備新幹線向け出荷が開始されたこと及びスラブてん充層補修材の出荷が堅調に推移

し、売上高は増加いたしました。

自動車用塗料分野は、輸出は回復に転じたものの、国内向け出荷が主要ユーザーの減産の影響により低調に推

移し、売上高は減少いたしました。　

この結果、塗料事業の売上高は20,743百万円（前連結会計年度比1.0％増）、経常利益は731百万円（前連結会

計年度比6.7％増）となりました。

 

（化成品事業）

受託生産している化成品事業の売上高は1,795百万円（前連結会計年度比14.0％増）、経常利益は28百万円（前

連結会計年度は経常損失3百万円)となりました。

 
当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が345百万円減少し、受取手形及び売掛

金が903百万円減少しました一方で、棚卸資産が167百万円増加したことなどにより、35,386百万円(前連結会計年

度末比984百万円減)となりました。受取手形及び売掛金の減少の主な要因は、前連結会計年度末が金融機関の休

日であったため、同日が満期のものが期末残高に含まれていたことなどによるものです。

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が1,982百万円減少しました一方

で、有利子負債が459百万円増加したことなどにより、17,872百万円(前連結会計年度末比1,388百万円減)となり

ました。支払手形及び買掛金の減少の主な要因は、前連結会計年度末が金融機関の休日であったため、同日が満

期のものが期末残高に含まれていたことなどによるものであります。

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ、親会社株主に帰属する当期純利益の計上などにより

利益剰余金が373百万円、為替換算調整勘定が66百万円増加したことなどにより、17,514百万円（前連結会計年度

末比404百万円増）となりました。
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②　キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、3,132百万円と前連結会計年度末に比べ345百万円の減少とな

りました。

営業活動によるキャッシュ・フローは22百万円の収入（前連結会計年度は1,072百万円の収入）となりました。

その主な要因は、税金等調整前当期純利益819百万円、前連結会計年度末が金融機関の休日であったことによる売

上債権の減少による収入841百万円及び仕入債務の減少による支出1,824百万円等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは649百万円の支出（前連結会計年度は507百万円の支出）となりました。

その主な要因は、有形固定資産の取得による支出668百万円、無形固定資産の取得による支出71百万円の一方、投

資有価証券の売却による収入86百万円等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは280百万円の収入（前連結会計年度は192百万円の支出）となりました。

その主な要因は、短期借入金の純増加額800百万円、長期借入金の返済による支出2,140百万円、長期借入れによ

る収入1,800百万円および配当金の支払額154百万円等によるものであります。

　

③　生産、受注及び販売の実績

ａ．生産実績

当連結会計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前期比(％)

塗料事業 14,118 △1.9

化成品事業 1,852 13.8

合計 15,971 △0.3
 

　　　(注)　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

ｂ．仕入実績

当連結会計年度における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前期比(％)

塗料事業 5,590 7.5

化成品事業 － －

合計 5,590 7.5
 

　　　(注)　金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

ｃ．受注状況

当社グループは主として見込み生産によっており、また、受注品も出荷までの期間が非常に短いため、受注状況

については特記すべき事項はありません。

 
ｄ．販売実績

当連結会計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前期比(％)

塗料事業 20,743 1.0

化成品事業 1,795 14.0

合計 22,538 1.9
 

　　　(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合

相手先
前連結会計年度 当連結会計年度

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

大東建託パートナーズ㈱ － － 2,282 10.1

神東アクサルタ コーティ

ング システムズ㈱
2,304 10.4 － －

 

 ２　前連結会計年度の大東建託パートナーズ㈱への販売実績及び総販売実績に対する割合については

　　 当該割合が100分の10未満となっているため記載を省略しております。

　　　　　 ３　当連結会計年度の神東アクサルタ コーティング システムズ㈱への販売実績及び総販売実績に対する

割合については、当該割合が100分の10未満となっているため記載を省略しております。

　　　　　 ４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2)　経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。

 

①　財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社グループの当連結会計年度の経営成績につきましては、以下のとおりであります。

(売上高)

売上高は、塗料事業において一部グループ会社の売上が好調であったこと、及び化成品事業において受託生産

品目増もあったことなどから、前連結会計年度比421百万円(1.9％)増の22,538百万円となりました。

(営業利益)

営業利益は、増収の一方で労務費等の増加等から、前連結会計年度比23百万円(4.1％)増の594百万円となり、

売上高営業利益率は2.6％と前連結会計年度並みに留まりました。当社グループといたしましては、「第２　事

業の状況　１　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等　(3)中長期的な会社の経営戦略」に記載しておりま

す施策を進めることにより、利益率の改善を図ってまいります。

(経常利益)

経常利益は、営業利益が前連結会計年度比増益となったことに加え、持分法による投資利益の改善により前連

結会計年度比77百万円(11.4％)増の759百万円となり、売上高経常利益率は3.4％となりました。

(特別利益及び特別損失並びに税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失)

特別利益は、当連結会計年度は投資有価証券売却益65百万円等を計上した一方、前連結会計年度に計上した連

結子会社の減損損失720百万円がなくなったことなどから、前連結会計年度の税金等調整前当期純損失41百万円に

対し、当連結会計年度は税金等調整前当期純利益819百万円となりました。

 (法人税等、親会社株主に帰属する当期純利益及び非支配株主に帰属する当期純利益)

当連結会計年度の法人税等は220百万円となり、この結果、当期純利益は598百万円となりました。

非支配株主に帰属する当期純利益は連結子会社のジャパンカーボライン㈱の非支配株主に帰属する利益であ

り、以上の結果、親会社株主に帰属する当期純利益は528百万円(前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純

損失324百万円)となりました。

当社グループの当連結会計年度末における財政状態につきましては、「(1)　経営成績等の状況の概要　①財政

状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであります。

経営成績に重要な影響を与える要因としては、当社グループは、アルミ電着塗料、工業用電着塗料、粉体塗

料、工業用塗料、建築塗料、防食塗料、道路施設用塗料、軌道材料製品、自動車用塗料、及び化成品と幅広い分

野で製造販売を行っておりますが、いずれの分野におきましても、「第２　事業の状況　２　事業等のリス

ク」　に記載しております様々な要因が想定されます。当社グループといたしましてはリスク対応策を実施する

とともに、利益率の改善に向けて、既存塗料製品の高機能化、塗料以外の新規材料の開発、海外での事業拡大の

３つを事業展開の軸とし、ＩＴツール導入などによる生産性向上に製造、販売、研究開発、管理の全ての分野に

おいて積極的に取り組んでまいります。

セグメントごとの経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容は、「(1)　経営成績等の状況の概要　①財

政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであります。また、セグメントごとの財政状態の状況に関する認識

及び分析・検討内容は以下のとおりであります。

 
(塗料事業)

セグメント資産は、受取手形及び売掛金の減少等から31,706百万円(前連結会計年度末比903百万円減)となりま

した。また、当連結会計年度における塗料事業の設備投資額は、476百万円(前連結会計年度比105百万円増)であ

ります。

 
(化成品事業)

セグメント資産は、1,012百万円(前連結会計年度末比136百万円減)となりました。また、当連結会計年度にお

ける化成品事業の設備投資額は、50百万円(前連結会計年度比48百万円減)であります。
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②　キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に関する情報

 キャッシュ・フローの状況に関する認識及び分析・検討内容は、「(1)　経営成績等の状況の概要　②　キャッ

シュ・フローの状況」に記載のとおりであります。また、当社グループの資本の財源及び資金の流動性につきまし

ては、営業活動による収入の他、金融機関からの借入を主な財源としております。当社グループの資金需要の主な

ものは原材料仕入、製造費、営業活動、製品競争力の強化及び新技術の開発を目的とした研究開発費、一般管理費

等であります。当連結会計年度における主要な設備投資は、老朽設備の維持・更新、基幹業務システムの改修等、

小規模案件でありましたが、成長投資・収益性向上に資する設備投資については、中長期的な経営戦略との整合性

をふまえ採算性を吟味のうえ判断してまいります。

 なお、配当政策については、「第４　提出会社の状況　３　配当政策」に記載のとおりであります。

 
③　重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成され

ております。この連結財務諸表作成にあたって適用している重要な会計上の方針につきましては、「第５　経理

の状況　注記事項　(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)」に記載しておりますが、その他連結財

務諸表の作成にあたって用いた会計上の見積り及び仮定のうち、重要なものは以下のとおりであります。

 
減損会計における将来キャッシュ・フロー

当社グループは、「第５　経理の状況　注記事項（連結損益及び包括利益計算書関係）」に記載のとおり、

前連結会計年度において連結子会社であるPT.Shinto Paint Manufacturing Indonesiaに係る減損損失（720百

万円）を計上いたしました。回収可能価額はインドネシアにおける主要市場の状況を勘案した事業計画に基づ

く将来キャッシュ・フローにより算定しております。事業計画に基づく将来キャッシュ・フローの見積もりに

は、主要市場の今後の成長や販売見通の計画、原料価格及び工場の稼働率が期末における見込みどおりに推移

するという仮定での原価率をもとに算出しており、その予測には高い不確実性を伴うことから、重要な会計上

の見積りに該当すると考えております。

なお、当連結会計年度におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響について、提出日現在において同

社の受注、販売活動に重大な影響が出ていないことから、翌連結会計年度を通じ徐々に正常化し回復してくる

ものとの仮定のもと、当有価証券報告書作成時点で入手可能な情報を基に固定資産の減損の判定を行っており

ます。一方で、今後の動向によっては経済環境が悪化し影響が長期化することで、将来において損失が発生す

る可能性があります。
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４ 【経営上の重要な契約等】

(1) 技術受入契約

該当事項はありません。

 

(2) 技術援助契約

実施権

契約会社名 契約品目 契約内容 契約期間

TOA-SHINTO(THAILAND)CO.,LTD. アルミ電着塗料の製造技術 製造権・販売権の許諾

2014年12月31日から
2017年12月31日まで
（以降１年ごとの自動
更新）

神東アクサルタ コーティング シ
ステムズ㈱

電着塗料の製造技術
製造権・販売権の許諾
再実施権の許諾

1997年10月２日から
 

(注) １　上記は、全て提出会社に係る契約であります。

２　対価として一定料率のロイヤリティーを受け取っております。

 

５ 【研究開発活動】

当社グループでは、主に当社で研究開発活動を行っております。

当社は、塗料事業で研究開発を行っております。

研究開発につきましては持てる技術資源を集中強化させ、基礎研究の充実と応用技術の幅広い展開により新製品の

開発ならびに独自の技術システムの開発に取り組んでいます。

当連結会計年度の研究開発による主な新製品・新品種は次のとおりであります。また、研究開発投資額は247百万

円であります。

 
(塗料事業)

・「ＮＣプライマーＥＣＯ」

　　鉄用　変性アルキド樹脂　下塗

・「ＡＬ－1000ＨＤＴ」

　　建材用　アニオン電着塗料

・「水性ロードカラーＡＵ」

　　カラー舗装材
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当社グループでは、当連結会計年度の設備投資については、主として生産設備の維持・更新、環境・安全対策など

総額597百万円の設備投資を行いました。

セグメントごとの設備投資について示すと、次のとおりであります。

(1) 塗料事業

尼崎工場・千葉工場塗料生産設備の維持・更新を中心に476百万円の設備投資を行いました。

 

(2) 化成品事業

生産設備の維持・更新を中心に50百万円の設備投資を行いました。

 

２ 【主要な設備の状況】

(1) 提出会社

2020年３月31日現在

事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(百万円)
従業員数
(名)建物

及び構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

工具、器具
及び備品

合計

尼崎工場
(兵庫県尼崎市)

塗料事業
化成品事業

塗料製造
薬品製造
研究開発

730 316
7,693

(36,753)
111 8,851 108

千葉工場
(千葉県八千代市)

塗料事業 塗料製造 570 616
5,168

(66,806)
88 6,444 91

本社
(兵庫県尼崎市)

― 本社設備 131 0
－

(－)
29 161 77

 

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　現在休止中の主要な設備はありません。

　

(2) 在外子会社

2020年３月31日現在

会社名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額(百万円)

従業員数
(名)建物及び

構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
(面積㎡)

工具、器具
及び備品

合計

PT. Shinto Paint
Manufacturing
Indonesia
(Bekasi,
Indonesia)

塗料事業 塗料製造 101 92
126

(9,522)
3 323 18

 

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　現在休止中の主要な設備はありません。
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３ 【設備の新設、除却等の計画】

当連結会計年度末現在における今後一年間の設備投資予定額は、1,000百万円であります。

その所要資金については、借入金により充当する予定であります。

 

重要な設備の新設、除却等の計画は、以下のとおりであります。

 

(1)　重要な設備の新設等

 

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額

資金調達方法

着手及び完了
予定年月 完成後の

増加能力総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

神東塗料㈱

尼崎工場
兵庫県
尼崎市

塗料事業
塗料製造
設備老朽
更新

173 － 借入金
2020年

４月

2021年

３月

維持更新
のため能
力の増加
はなし

神東塗料㈱

千葉工場

千葉県

八千代市
塗料事業

塗料製造
設備老朽
更新

581 － 借入金
2020年

４月

2021年

３月

維持更新
のため能
力の増加
はなし

 

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2)　重要な設備の除却等

経常的な設備の更新を除く重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 112,000,000

計 112,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2020年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年６月23日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,000,000 31,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 31,000,000 31,000,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2002年６月27日 ─ 31,000,000 ─ 2,255 △502 585
 

(注)　欠損填補のための資本準備金の取崩に伴う減少であります。

　

(5) 【所有者別状況】

2020年３月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)
単元未満
株式の状況

(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等 個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

－ 18 38 167 27 9 4,707 4,966 －

所有株式数
(単元)

－ 26,721 9,185 157,718 6,953 28 109,335 309,940 6,000

所有株式数
の割合(％)

－ 8.62 2.96 50.89 2.24 0.01 35.28 100.00 －
 

(注) １　自己株式22,861株は個人その他に228単元、単元未満株式の状況に61株含まれております。
２　証券保管振替機構名義の株式6,000株は、その他の法人に60単元含まれております。
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(6) 【大株主の状況】

2020年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友化学㈱ 東京都中央区新川二丁目27番１号 13,989 45.16

神東塗料取引先持株会 兵庫県尼崎市南塚口町六丁目10番73号 1,364 4.41

日本マスタートラスト信託銀行
㈱(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 724 2.34

阪　本　重　治 山梨県甲府市 509 1.64

三井住友海上火災保険㈱ 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 415 1.34

神東塗料社員持株会 兵庫県尼崎市南塚口町六丁目10番73号 346 1.12

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱(信託口５)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 311 1.00

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 280 0.90

住友商事ケミカル㈱ 東京都千代田区一ツ橋一丁目２番２号 235 0.76

岸　正　歳 兵庫県神戸市東灘区 210 0.68

計 － 18,386 59.35
 

(注) １　上記の所有株式数のうち、日本マスタートラスト信託銀行㈱(信託口)724千株、日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱(信託口)280千株、日本トラスティ・サービス信託銀行㈱(信託口５)311千株の所有株式は信託業務

に係るものであります。

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 22,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,971,200 309,712 －

単元未満株式 普通株式 6,000 － －

発行済株式総数  31,000,000 － －

総株主の議決権  － 309,712 －
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の「株式数」の欄には証券保管振替機構名義の普通株式が6,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る普通株式の議決権が60個含まれてお

ります。

 

② 【自己株式等】

2020年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
神東塗料㈱

兵庫県尼崎市南塚口町
六丁目10番73号

22,800 － 22,800 0.07

計 － 22,800 － 22,800 0.07
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２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】 普通株式
 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数(株) 価額の総額(百万円)

当事業年度における取得自己株式 － －

当期間における取得自己株式 － －
 

(注)　当期間における取得自己株式には、2020年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取りに

よる株式数は含めておりません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

 

区分

当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額

(百万円)
株式数(株)

処分価額の総額
(百万円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式

－ － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る
移転を行った取得自己株式

－ － － －

その他
 (　　－　　)

－ － － －

保有自己株式数 22,861 － 22,861 －
 

(注)　当期間における保有自己株式には、2020年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取り及

び買増請求による売渡による株式数は含めておりません。

 

３ 【配当政策】

当社では、経営上重要な施策の一つである、株主の皆様への剰余金の配当等につきましては、業績、配当性向並び

に今後の事業展開に必要な内部留保の水準等を総合的に勘案することを基本としております。

当社は、期末配当の年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

当社は、会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議によって剰余金の配当を行うことが出来る旨を定

めております。

当期につきましては、上記の基本方針に則り、１株につき５円(配当性向39.4％)の配当を実施することとしており

ます。

内部留保金の使途につきましては、今後の事業展開への備え及び財務体質の強化等、有効に活用する所存でありま

す。

なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定款で定めております。

 

(注)　基準日が当事業年度に属する剰余金の配当は、以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額

(百万円)

１株当たり配当額

(円)

2020年５月15日

取締役会決議
154 5.00
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

 

① コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、変化する社会・経済諸情勢のもと、公正な企業活動により、株主の皆様を中心とした様々なステーク

ホルダーの利益に適うようにすることがコーポレート・ガバナンスの基本であると認識しており、その充実に努

めてまいります。

また、当社は、「第２　事業の状況　１　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等　（１）　会社の経営の

基本方針」に記載の「企業理念」を経営の基本理念とし、「行動指針」※を基本的な行動指針として事業活動を

行ってまいります。

　今後もその充実に向け、重要な意思決定の迅速化・業務執行責任の明確化、コンプライアンス体制及び内部統

制の充実・強化に取り組んでまいります。

 

※「行動指針」

　私達は

 １．知識、技術、技能のさらなる向上を目指します。

２. ルールとマナーを守り、迅速、誠実に仕事に取り組みます。

　３．安全と心身の健康に留意し、高い目標に向かってチャレンジを続けます。

 

　　 ② 企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由

当社は、監査役会設置会社であります。また、経営環境の変化に迅速に対応できる経営体制の構築を図るた

め、取締役の任期を１年としております。報告書提出日現在の経営体制は取締役８名であります。なお、当社の

取締役は18名以内とする旨を定款で定めております。

　取締役会は、法令、定款及び取締役会規定の定めに則り、経営上の基本方針や重要事項について意思決定する

とともに、各取締役の業務執行を監督、監視しております。また、重要な経営施策について審議、検討すること

を目的に、取締役会メンバーによる経営会議を設けております。

　当社は、従来からグループ会社を含むコンプライアンス体制の確立を図る一方、当社グループ全体の効率的な

経営とともに経営の透明性を高めることに努力しており、これらの実現を図るための体制の一つとして、社外取

締役を２名選任しており、当該取締役を独立役員として指名しております。当該社外取締役は、客観性及び独立

性を持った経営監督機能を発揮するとともに、これまでの職歴、経験、知識等を活かして、経営全般について大

局的な観点からの意見、助言を行っております。

　社外監査役を含む監査役は、経営陣からの一定の距離にある客観的立場から各業務担当取締役及び重要な使用

人並びにグループ会社からヒアリングを行い、職務執行状況について説明を求めるとともに、これまでの職歴、

経験、知識等、各監査役の持つ専門性を十分に生かしながら、経営監視の実効性を高める努力をしております。

また、当社は取締役会の下に社外役員を主要な構成員とする任意の「指名・報酬委員会」を設置し、取締役・

監査役候補者の指名、並びに取締役の報酬および賞与水準等について必要な助言を得ております。

　このように当社は、客観性を持ちつつ、業務に精通し、専門性にも裏打ちされたガバナンス体制を整えてお

り、社外取締役及び各監査役により実効性のある経営監督、監視が期待できると考えていることから、現状のガ

バナンス体制を採用しており、今後も当面、当該体制を維持することが妥当と判断しております。

　なお、当社は社外取締役及び社外監査役の全員と会社法第427条第１項に定める責任限定契約を締結しており

ます。当該契約に基づく賠償の限度額は会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額であります。

 
③　会社の支配に関する基本方針

　　　該当事項はありません。
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④　企業統治に関するその他の事項等

当社は、取締役会決議をもって定めた「内部統制システム整備の基本方針」に則り、当社グループとして適切

な内部統制システム構築のため、取締役全員をメンバーとする内部統制委員会を設けており、また、リスク管理

体制の整備等について適切な対処を行うため、取締役全員をメンバーとするリスク管理委員会を設置しておりま

す。また、グループ会社の業務の適正を確保するため、当社に対し事業上の重要事項について報告を求めるとと

もに、グループ会社の内部監査体制の構築、維持、改善を図っております。

　当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨を定款で定めております。また、取締役の選任については、累

積投票によらないものとする旨を定款で定めております。

　当社は、剰余金の配当等会社法第459条第１項に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を除

き、株主総会の決議によらず取締役会の決議により定める旨を定款で定めております。これにより株主への利益

配当をはじめとした剰余金の配当等を機動的に実施することを目的とするものであります。

　当社は、職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるようにするため、会社法第426条第１項の規

定により、任務を怠ったことによる取締役（取締役であった者を含む）の損害賠償責任を、法令の限度におい

て、取締役会の決議によって免除することができる旨を定款で定めております。

　当社は、会社法第309条第２項に定める決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上

を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めております。これは、株主総会

における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とするものでありま

す。
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(2) 【役員の状況】

①役員一覧

男性12名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役　職　名 氏　名 生年月日 略　歴 任期
所有株式数

(千株)

代表取締役

社長
高　沢　聡 1956年9月20日生

1980年４月 住友化学工業株式会社(現　住友

化学株式会社)入社

2011年４月 同　執行役員

2014年４月 同　常務執行役員

2018年４月 当社顧問

2018年６月 同　代表取締役社長(現)

(注)３ 13

代表取締役専務取締役

生産部門統括
光　原　俊　夫 1953年12月29日生

1976年４月 当社入社

2003年12月 同　生産本部尼崎工場長

2007年６月 同　生産本部副本部長、尼崎工場

長

2008年６月 同　理事、生産本部副本部長、尼

崎工場長

2009年６月 同　理事、研究開発本部副本部長

兼務

2010年４月 同　理事、生産本部長、尼崎工場

長

2011年６月 同　取締役、技術本部長、生産本

部長、尼崎工場長、品質環境部担

当

2012年12月 同　取締役、技術本部長、生産本

部長、尼崎工場長、品質保証環境

安全部担当

2013年６月 同　取締役、技術本部長、生産本

部長、品質保証環境安全部担当

2014年６月 同　取締役、生産本部長、品質保

証環境安全部担当

2016年６月 同　常務取締役、生産本部長、品

質保証環境安全部担当

2018年６月 同　代表取締役常務取締役、生産

本部長、品質保証環境安全部担当

2020年４月 同　代表取締役常務取締役、生産

部門統括、品質保証環境安全部担

当

2020年６月 同　代表取締役専務取締役、生産

部門統括、品質保証環境安全部担

当(現)

(注)３ 8
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役　職　名 氏　名 生年月日 略　歴 任期
所有株式数

(千株)

常務取締役

営業部門統括
黒　田　将　伸 1956年11月21日生

1979年４月 当社入社

2006年６月 同　IU事業本部IU名古屋営業部長

2007年１月 同　IU事業本部電着塗料事業部副

事業部長

2007年６月 同　IU事業本部電着塗料事業部長

2010年４月 同　営業本部営業企画管理室(営

業戦略)部長、東日本営業部第１

グループ長

2010年６月 同　理事、営業本部副本部長、東

日本営業部長

2013年６月 同　取締役、営業本部副本部長、

西日本営業部長、海外事業推進室

担当

2014年６月 同　取締役、営業本部副本部長、

西日本営業部長、営業企画管理室

担当

2016年４月

 

同　取締役、営業本部副本部長、

西日本営業部長

2016年９月 同　取締役、営業本部副本部長

2017年６月 同　常務取締役、営業本部長

2020年４月 同　常務取締役、営業部門統括

(現)

(注)３ 12

常務取締役

技術部門統括
藤　基　法　秀 1956年５月３日生

1980年４月 当社入社

2010年４月 同　技術本部第２技術部長

2010年６月 同　理事、技術本部第２技術部長

2014年６月 同　取締役、技術本部長

2019年６月 同　常務取締役、技術本部長

2020年４月 同　常務取締役、技術部門統括

(現)

(注)３ 21

取　締　役

総務人事室・購買部・内部

監査部担当

上　鶴　茂　喜 1960年７月１日生

1981年４月 住友化学工業株式会社(現　住友

化学株式会社)入社

2009年４月 同　総務部ＣＳＲ推進チーム

リーダー

2010年３月 同　人事部大阪チームリーダー

2013年４月 同　総務法務室統括チームリー

ダー

2014年７月 同　筑波開発研究所総務総括

2016年６月 当社　総務人事室部長

2018年６月 同　取締役、総務人事室担当

2019年６月 同　取締役、総務人事室・購買

部・内部監査部担当(現)

(注)３ 5

取　締　役

企画・経理室担当
長　尾　俊　彦 1958年７月26日生

1984年10月 住友化学工業株式会社(現　住友

化学株式会社)入社

2008年６月 同　事業化推進室事業企画リー

ダー

2010年４月 同　事業化推進室国内マーケティ

ングリーダー

2013年５月 当社　企画・経理室(経営企画)

部長

2018年６月 同　理事、企画・経理室担当兼務

2019年６月 同　取締役、企画・経理室担当

（現）

(注)３ 5
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役　職　名 氏　名 生年月日 略　歴 任期
所有株式数

(千株)

取　締　役 紙　谷　忠　幸 1954年１月24日生

1978年11月 デュポンファーイースト(現　

デュポン株式会社)日本支社入社

1992年６月 デュポンジャパンリミテッド

(現　デュポン株式会社)繊維事

業部ソンタラ不織布部長

1996年９月 Dupont-TOA Co.,Ltd.マネージン

グディレクター

2002年５月 デュポン株式会社高機能塗料事業

部長

2007年２月 同　自動車補修用塗料事業リー

ジョナルディレクター

2009年12月 同　常務執行役員

2010年６月 当社取締役(現)

2012年９月 デュポンパフォーマンスコーティ

ングス合同会社（現　アクサルタ

コーティング システムズ合同会

社）社長

2014年７月 アクサルタ コーティング システ

ムズ合同会社　上席顧問

2018年３月 日精株式会社顧問(現)

(注)３ 2

取　締　役 樫　尾　昭　彦 1953年１月29日生

1977年４月 三菱化成工業株式会社(現　三菱

ケミカル株式会社)入社

2005年７月 同　四日市事業所事務部長

2009年６月 関西熱化学株式会社　取締役総

務人事部長

2011年６月 同　常務取締役総務人事部長

2015年６月 同　常務取締役総務人事部長　退

任

2015年９月 社会保険労務士登録

2018年６月 当社監査役

2020年６月 当社取締役(現)

(注)３ 2
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役　職　名 氏　名 生年月日 略　歴 任期
所有株式数

(千株)

監　査　役

（常勤）
高　田　文　生 1958年３月21日生

1981年４月 住友化学工業株式会社(現　住友

化学株式会社)入社

2008年９月 同　技術・経営企画室部長

2012年３月 田岡化学工業株式会社出向

2013年４月 デュポン神東・オートモティ

ブ・システムズ株式会社（現 神

東アクサルタ コーティング シ

ステムズ株式会社）出向

2013年６月 当社理事

2014年４月 同　理事、海外事業推進室部長

2014年６月 同　取締役、企画・経理室担当

2018年６月 同　監査役(現)

(注)４ 3

監　査　役 安　川　一　郎 1952年７月22日生

1976年４月 当社入社

2008年12月 同　品質環境部長

2012年12月 同　品質保証環境安全部長

2017年６月 同　監査役(現)

(注)４ 8

監　査　役 酒　多　敬　一 1959年10月22日生

1983年４月 住友化学工業(現　住友化学株式

会社)入社

2006年６月 同　国際アグロ事業部事業企画部

長

2014年４月 同　執行役員

2018年６月 同　常務執行役員

2019年６月 当社監査役(現)

(注)４ －

監　査　役 日　潟　一　郎 1965年９月４日生

1992年10月 監査法人朝日新和会計社(現　有

限責任あずさ監査法人)入所

1996年４月 公認会計士登録

2006年９月 あずさ監査法人（現　有限責任

あずさ監査法人）退所

2006年９月 税理士登録

2006年10月 ひがた公認会計士事務所設立(現)

2020年６月 当社監査役(現)

(注)５ －

 計   
 

 78

 

(注) １　取締役 紙谷忠幸、樫尾昭彦の両氏は、社外取締役であります。

２　監査役 酒多敬一、日潟一郎の両氏は、社外監査役であります。

３　2020年３月期に係る定時株主総会終結の時から2021年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

４　2019年３月期に係る定時株主総会終結の時から2023年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

５　2020年３月期に係る定時株主総会終結の時から2023年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

６　当社は、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、会社法第329条第３項に定める補欠監査

役１名を選任しております。補欠監査役の略歴は以下のとおりであります。

氏　名 生年月日 略　歴
所有株式数

(千株)

加　藤　辰　雄 1964年６月26日生

1988年４月 住友化学工業株式会社(現　住友

化学株式会社)入社

2004年８月 同　経理室主席部員

2011年４月 同　経理室部長

2017年４月 住友化学アジア　出向

2019年６月 住友化学株式会社　内部統制・監

査部長(現)

－

 

(注)補欠として選任された監査役の任期は、退任した監査役の任期の満了する時までであります。

 

EDINET提出書類

神東塗料株式会社(E00895)

有価証券報告書

28/87



 

② 社外役員の状況

当社の社外取締役は２名であります。また、社外監査役は２名であります。

 

紙谷忠幸氏は当社の社外取締役であります。同氏は長年にわたりデュポン㈱等の要職を務めた豊富な経験と幅

広い見識をもとに、経営陣から独立した客観的視点により経営に対して有益な助言・提言をいただけると判断

し、社外取締役に選任しております。また、当社は同氏は㈱東京証券取引所が指定を義務付ける、一般株主と利

益相反が生じるおそれのない独立役員として指定しております。なお、同氏が在籍している日精株式会社及び同

氏が過去に在籍したその他の会社と当社との間には特別な利害関係はありません。

樫尾昭彦氏は当社の社外取締役であります。同氏は長年にわたり三菱化成㈱（現　三菱ケミカル㈱）等におい

て総務・人事関係の要職を務めるとともに、社会保険労務士や行政書士の資格を有しており、その中で培った豊

富な経験と専門的知見から、経営に対して有益な助言・提言をいただけると判断し、社外取締役に選任しており

ます。また、当社は同氏は㈱東京証券取引所が指定を義務付ける、一般株主と利益相反が生じるおそれのない独

立役員として指定しております。なお、同氏が過去に在籍したその他の会社と当社との間には特別な利害関係は

ありません。

酒多敬一氏は当社の社外監査役であります。同氏は長年にわたり住友化学㈱において企画、マーケティング等

の要職にあり、その経歴を通じて培った経験、知識等を生かして、客観的な立場から経営の監督を行っていける

ものと判断し、社外監査役に選任しております。なお、同氏が在籍している住友化学㈱は、当社の筆頭株主であ

ります。同社と当社との間には原料購入等の取引がありますが、当社の取引に占める割合は僅少であります。ま

た、同社と当社との間には、その他の特別な利害関係はありません。

日潟一郎氏は当社の社外監査役であります。同氏は公認会計士、税理士の豊富な業務経験があり、客観的な立

場から経営の監督を行っていけるものと判断し、社外監査役に選任しております。また、当社は同氏を㈱東京証

券取引所が指定を義務付ける、一般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員として指定しております。な

お、同氏は当社の会計監査人である監査法人朝日新和会計社(現　有限責任 あずさ監査法人)に在籍していたこ

とがあり、補助者として当社の会計監査に携わっていましたが、2006年９月には同監査法人を退所しておりま

す。同氏が在籍しているひがた公認会計士事務所と当社との間には特別な利害関係はありません。

　また、社外取締役紙谷忠幸、樫尾昭彦両氏、及び社外監査役酒多敬一、日潟一郎両氏と当社との間には、特別

な利害関係はありません。

　当社は、社外取締役及び社外監査役の独立性に関し、一定の客観性、独立性をもって経営の監督を行う必要が

ある一方、これまでの職歴、経験、知識等を生かして実効性のある監督が必要であることも考慮し、これらの状

況を総合的に判断することにより、独立性について配慮することを方針としております。

 
③　社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、

　　監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部統制部門との関係　

社外取締役及び社外監査役は、取締役会に出席するほか、経営会議をはじめとする社内の重要会議に出席し、

客観的な立場から経営の監督とチェックを行っていただいております。また、内部監査部及び会計監査人から適

宜報告及び説明を受け、監督及び監査の実効性と効率性の向上を図るとともに、相互の連携強化に取り組んでお

ります。さらに、必要に応じて経理財務部門等と意思疎通を図り、内部統制の整備及び推進状況について、適宜

確認を行っております。
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(3) 【監査の状況】

① 監査役監査の状況

当社の監査役は４名であり、そのうち２名は社外監査役であります。監査役は、取締役会に出席し、取締役等

から経営上の重要事項に関する説明を受け、必要に応じ意見を述べるとともに、取締役会以外の重要な会議にも

出席するほか、重要な決裁書類等を閲覧し、本社、主要な事業所及びグループ会社において業務及び財産の状況

の調査等を実施することにより、業務の適正を確保するための体制の整備状況を監視・検証するなど、取締役の

職務遂行について妥当性・適正性の観点から監査を行っております。また、常勤の監査役は、常勤者としての特

性をふまえ、監査環境の整備及び社内の情報の収集に努めるなど、日常的に監査するとともに、他の監査役と情

報の共有及び意思の疎通を図っております。

監査役は、定期的に監査役会を開催し、監査役会が定めた監査の方針、業務の分担等に従い、他の監査役と連

携してその職務を遂行しております。監査役会は、当連結会計年度においてコンプライアンス、品質・安全、リ

スク管理及び内部統制を主な検討事項として取り組みました。また、当社は当連結会計年度において監査役会を

14回開催しており、個々の監査役の出席状況については次のとおりであります。なお、酒多敬一氏については

2019年６月27日の監査役就任後に開催された監査役会について記載しております。

氏名 開催回数 出席回数

高田　文生 14 14

安川　一郎 14 14

樫尾　昭彦 14 14

酒多　敬一 10 ８
 

また、2020年６月23日に監査役就任の日潟一郎氏は、公認会計士の資格を有し、財務及び会計に関する相当程

度の知見を有しております。

 
② 内部監査の状況

内部監査は、部員２名で構成される内部監査部が実施しております。内部監査部は予め事業年度ごとに監査の

方針、範囲、方法等を定めた「監査基本計画書」を作成、社長、担当役員の承認を得ております。内部監査部は

「監査基本計画書」に基づき、書面監査、実地監査の併用により、当社グループの役員・従業員の業務遂行にお

いて、内部統制が有効に機能しているか、業務が法令、社則に基づき、適正かつ妥当に行われているか調査して

おります。

監査役は内部監査部及び会計監査人から適宜報告及び説明を受け、監査の実効性と効率性の向上を図るととも

に、相互の連携強化に取り組んでおります。

また、監査役、内部監査部及び会計監査人は、経理財務部門及びその他の内部統制部門と意思疎通を図り、内

部統制の整備及び推進状況について適宜確認を行っております。

 

③ 会計監査の状況

a.　監査法人の名称

有限責任 あずさ監査法人

 
b． 継続監査期間

　49年

上記は、調査が著しく困難であったため、現任の会計監査人である有限責任 あずさ監査法人の前身の一つ

である監査法人朝日会計社が監査法人組織になって以降の期間について記載したものです。実際の監査継続期

間は、この期間を超える可能性があります。

 
c.　業務を執行した公認会計士

指定有限責任社員・業務執行社員　　　　松本　学

　指定有限責任社員・業務執行社員　　　　柴原　啓司

 

EDINET提出書類

神東塗料株式会社(E00895)

有価証券報告書

30/87



 

d. 監査業務に係る補助者の構成

公認会計士６名、その他７名が補助者として会計監査業務に携わっております。

 
e. 監査法人の選定方針と理由

当社は監査法人の選定に際し、当社の業務内容につき十分な知見を有していること、年々高度化する監査業務

に対し適切に対応できる専門性、規模、ネットワークを有していること、監査工数、監査報酬が当社の事業規模

からみて合理的かつ妥当であること等を総合的に判断し、有限責任 あずさ監査法人を会計監査人に選定してお

ります。

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合に、株主総会に提

出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。

また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合に、監査

役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任

後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

 
 ④ 監査報酬の内容等

a.　監査公認会計士等に対する報酬

区　　分
前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

提出会社 38 － 35 －

連結子会社 3 － 3 －

合計 42 － 39 －
 

 

b.　監査公認会計士等と同一のネットワーク（KPMG）に対する報酬（a.を除く）

該当事項はありません。

 
c.　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

 
d.　監査報酬の決定方針

監査報酬の決定方針は特に定めておりませんが、監査公認会計士等からの見積提案をもとに、監査計画、監査

内容、監査日数等を勘案して検討し、監査役会の同意を得た上で、監査報酬を決定しております。

 
e.　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、職務遂行状況及び報酬見積の算出根拠等が適切であるかにつき必

要な検証を行った上で、会社法第399条第１項の同意をしております。
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(4) 【役員の報酬等】

① 役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針に係る事項

取締役及び監査役の報酬については、「基本報酬」及び「賞与」の２つから構成されるものといたします。

当社の取締役及び監査役への報酬等に関する株主総会の決議は、2006年６月29日開催の第112回定時株主総会

であり、決議の内容は、取締役の年間報酬総額を２億4,000万円以内、監査役の年間報酬総額を3,600万円以内と

するものです。

当社の取締役の報酬等の額の決定権限を有する者は代表取締役社長であり、株主総会で決議された報酬限度額

の範囲内において、「基本報酬」については、各取締役の従事職務や中長期的な会社業績を反映し得るよう、固

定報酬として支給いたします。「賞与」については、当該事業年度の連結業績をベースとして支給総額を決定

し、各取締役及び監査役の職務内容等を勘案して各人に配分いたします。なお、監査役の報酬等は、監査役会の

協議によって決定されます。

各報酬項目の水準については、役員報酬の客観性、適正性を確保する観点から、当社の業績実態、公表されて

いる役員報酬に関するデータ、当社従業員報酬との対比、過去の支払実績等の諸データに基づきながら適切な報

酬水準を設定いたします。

 
②　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数

(名)固定報酬 賞与

取締役
(社外取締役を除く。)

132 122 9 6

監査役
(社外監査役を除く。)

24 22 1 2

社外役員 5 4 0 4
 

 

③　役員ごとの連結報酬等の総額等

連結報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

④　使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの

該当事項はありません。

 
(5) 【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

当社では、資産運用のために保有する投資株式を純投資目的の株式とし、投資先企業との円滑な取引関係の維

持・強化等を通じて、中長期的な観点で企業価値向上や持続的な成長に資すると判断されるものを純投資目的以

外の目的の株式としています。

ただし、保有目的が純投資目的である投資株式を保有しておりません。

 
②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

ａ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の

内容

当社では持続的な成長と社会的・経済的価値を高めるため、投資先との良好な関係を構築し、事業の円滑な

推進を図るために必要と判断する場合において、株式を戦略的に保有することとしています。その保有の合理

性については、中長期的な観点に立ち、事業戦略、投資先との事業上の関係及び株式価値の評価等を総合的に

勘案して、定期的に取締役会で検証し、保有継続の可否及び株式数の見直しを行います。

当事業年度におきましては、この検証の結果、複数の銘柄について売却が妥当と判断し、売却を完了いたし

ました。 
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ｂ．銘柄数及び貸借対照表計上額
 

 
銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計上額の
合計額(百万円)

非上場株式 17 264

非上場株式以外の株式 8 282
 

 

（当事業年度において株式数が増加した銘柄）
 

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の増加に係る取得
価額の合計額(百万円)

株式数の増加の理由

非上場株式 － － －

非上場株式以外の株式 － － －
 

 
（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

 

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の減少に係る売却
価額の合計額(百万円)

非上場株式 1 3

非上場株式以外の株式 3 81
 

 
ｃ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報
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特定投資株式

 

銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的、定量的な保有効果
及び株式数が増加した理由

当社の株
式の保有
の有無

株式数(株) 株式数(株)

貸借対照表計上額
(百万円)

貸借対照表計上額
(百万円)

オーウエル㈱
250,000 250,000 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強

化することを目的として保有しております。
有

145 174

㈱LIXILグループ
44,358 44,358 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強

化することを目的として保有しております。
無

59 65

コクヨ㈱
33,235 33,235 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強

化することを目的として保有しております。
無

50 53

立川ブラインド工
業㈱

10,000 10,000 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強
化することを目的として保有しております。

有
10 11

オークマ㈱
2,800 2,800 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強

化することを目的として保有しております。
無

9 16

三協立山㈱
2,800 2,800 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強

化することを目的として保有しております。
無

2 4

井関農機㈱
2,000 2,000 当社の顧客として良好な取引関係を維持・強

化することを目的として保有しております。
無

2 3

石原産業㈱
3,090 3,090 当社の原料の調達先として良好な取引関係を

維持・強化することを目的として保有してお
ります。

有
1 3

ダイビル㈱
－ 20,000

前事業年度は良好な取引関係を維持すること
を目的として保有しておりましたが、当社保
有方針に基づき判断した結果、当事業年度に
おいて全株式を売却いたしました。

有
－ 21

川田テクノロジー
ズ㈱

－ 1,000
前事業年度は良好な取引関係を維持すること
を目的として保有しておりましたが、当社保
有方針に基づき判断した結果、当事業年度に
おいて全株式を売却いたしました。

無
－ 7

㈱駒井ハルテック
－ 1,224

前事業年度は良好な取引関係を維持すること
を目的として保有しておりましたが、当社保
有方針に基づき判断した結果、当事業年度に
おいて全株式を売却いたしました。

無
－ 2

 

（注）個別銘柄ごとに定量的な保有効果については記載が困難ですが、上記②a.の方法により保有の合理性を

　　　検証しております。

 
　　みなし投資株式

　　　　該当事項はありません。
 

③　保有目的が純投資目的である投資株式

　　　　該当事項はありません。
 

④　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

　　　　該当事項はありません。
 

⑤　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更したもの

　　該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1) 当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。以

下、「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

(2) 当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下、

「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日ま

で)の連結財務諸表及び事業年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)の財務諸表について、有限責任 あずさ監

査法人により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容や変更等を適切に把握できる体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、セミナーへ参加して

おります。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,510 3,165

  受取手形及び売掛金 ※６  6,663 5,759

  電子記録債権 ※６  1,132 1,195

  商品及び製品 1,898 2,014

  原材料及び貯蔵品 618 670

  その他 221 252

  貸倒引当金 △11 △10

  流動資産合計 14,034 13,047

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 13,243 13,319

    減価償却累計額 △11,083 △11,205

    建物及び構築物（純額） ※２  2,159 ※２  2,113

   機械装置及び運搬具 ※５  13,471 ※５  13,455

    減価償却累計額 △12,417 △12,400

    機械装置及び運搬具（純額） ※２  1,054 ※２  1,054

   工具、器具及び備品 2,742 2,695

    減価償却累計額 △2,451 △2,405

    工具、器具及び備品（純額） 291 289

   土地 ※２,※４  15,800 ※２,※４  15,803

   建設仮勘定 25 14

   有形固定資産合計 19,330 19,276

  無形固定資産 318 343

  投資その他の資産   

   投資有価証券 ※１  1,907 ※１  1,873

   長期貸付金 0 －

   繰延税金資産 629 675

   その他 ※１  151 ※１  171

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 2,687 2,719

  固定資産合計 22,336 22,339

 資産合計 36,370 35,386
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※６  6,244 4,262

  電子記録債務 ※６  718 1,009

  短期借入金 ※２  2,937 ※２  3,583

  未払費用 78 82

  未払法人税等 124 125

  賞与引当金 272 265

  役員賞与引当金 14 11

  設備関係支払手形 ※６  330 25

  その他 525 623

  流動負債合計 11,244 9,987

 固定負債   

  長期借入金 ※２  1,777 ※２  1,590

  再評価に係る繰延税金負債 ※４  3,910 ※４  3,910

  役員退職慰労引当金 6 8

  退職給付に係る負債 1,684 1,763

  その他 638 611

  固定負債合計 8,016 7,884

 負債合計 19,261 17,872

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,255 2,255

  資本剰余金 585 585

  利益剰余金 5,444 5,818

  自己株式 △4 △4

  株主資本合計 8,281 8,654

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 187 117

  土地再評価差額金 ※４  7,929 ※４  7,929

  為替換算調整勘定 △60 5

  退職給付に係る調整累計額 7 15

  その他の包括利益累計額合計 8,064 8,067

 非支配株主持分 764 791

 純資産合計 17,109 17,514

負債純資産合計 36,370 35,386
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②【連結損益及び包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 22,117 22,538

売上原価 17,707 18,042

売上総利益 4,409 4,495

販売費及び一般管理費   

 発送費 594 593

 広告宣伝費及び販売促進費 116 96

 従業員給料及び手当 1,086 1,115

 貸倒引当金繰入額 0 △0

 賞与引当金繰入額 125 124

 役員賞与引当金繰入額 14 11

 退職給付費用 71 70

 役員退職慰労引当金繰入額 1 1

 減価償却費 130 129

 試験研究費 ※１  227 ※１  247

 その他 1,470 1,510

 販売費及び一般管理費合計 3,838 3,900

営業利益 571 594

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 23 24

 受取賃貸料 24 16

 持分法による投資利益 70 158

 その他 25 14

 営業外収益合計 144 213

営業外費用   

 支払利息 8 9

 支払補償費 22 33

 為替差損 1 2

 その他 0 3

 営業外費用合計 34 48

経常利益 681 759

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 65

 補助金収入 － 23

 特別利益合計 － 89

特別損失   

 固定資産除却損 ※２  3 ※２  6

 減損損失 ※３  720 －

 固定資産圧縮損 － 23

 特別損失合計 723 29

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

△41 819

法人税、住民税及び事業税 275 247

法人税等調整額 △61 △27

法人税等合計 214 220

当期純利益又は当期純損失（△） △256 598

（内訳）   

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

△324 528

非支配株主に帰属する当期純利益 68 70
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 38 △90

 為替換算調整勘定 △135 35

 退職給付に係る調整額 △13 7

 持分法適用会社に対する持分相当額 △24 31

 その他の包括利益合計 ※４  △135 ※４  △15

包括利益 △391 583

（内訳）   

 親会社株主に係る包括利益 △449 531

 非支配株主に係る包括利益 57 51
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③【連結株主資本等変動計算書】

 前連結会計年度(自 2018年４月１日　至 2019年３月31日)

 (単位：百万円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,255 585 5,924 △4 8,760

当期変動額      

剰余金の配当   △154  △154

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
  △324  △324

自己株式の取得    △0 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

     

当期変動額合計 － － △479 △0 △479

当期末残高 2,255 585 5,444 △4 8,281
 

 

 

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 145 7,929 92 21 8,189 730 17,680

当期変動額        

剰余金の配当       △154

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
      △324

自己株式の取得       △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

42 － △153 △13 △124 33 △91

当期変動額合計 42 － △153 △13 △124 33 △570

当期末残高 187 7,929 △60 7 8,064 764 17,109
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 当連結会計年度(自 2019年４月１日　至 2020年３月31日)

 (単位：百万円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,255 585 5,444 △4 8,281

当期変動額      

剰余金の配当   △154  △154

親会社株主に帰属す

る当期純利益
  528  528

自己株式の取得     －

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

     

当期変動額合計 － － 373 － 373

当期末残高 2,255 585 5,818 △4 8,654
 

 

 

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 187 7,929 △60 7 8,064 764 17,109

当期変動額        

剰余金の配当       △154

親会社株主に帰属す

る当期純利益
      528

自己株式の取得       －

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

△70 － 66 7 3 27 30

当期変動額合計 △70 － 66 7 3 27 404

当期末残高 117 7,929 5 15 8,067 791 17,514
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

△41 819

 減損損失 720 －

 減価償却費 625 610

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

 賞与引当金の増減額（△は減少） 7 △7

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △2

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 125 90

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △0 1

 受取利息及び受取配当金 △24 △24

 支払利息 8 9

 為替差損益（△は益） 2 2

 持分法による投資損益（△は益） △70 △158

 投資有価証券売却損益（△は益） － △65

 有形固定資産除却損 3 6

 売上債権の増減額（△は増加） 93 841

 たな卸資産の増減額（△は増加） △150 △164

 仕入債務の増減額（△は減少） △40 △1,824

 未払消費税等の増減額（△は減少） △11 59

 その他 53 △16

 小計 1,300 175

 利息及び配当金の受取額 113 107

 利息の支払額 △8 △9

 法人税等の支払額 △333 △252

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,072 22

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △404 △668

 無形固定資産の取得による支出 △91 △71

 投資有価証券の取得による支出 △0 △1

 投資有価証券の売却による収入 － 86

 長期貸付金の回収による収入 0 0

 その他 △12 4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △507 △649

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △200 800

 長期借入れによる収入 2,200 1,800

 長期借入金の返済による支出 △2,014 △2,140

 自己株式の取得による支出 △0 －

 配当金の支払額 △154 △154

 非支配株主への配当金の支払額 △24 △24

 財務活動によるキャッシュ・フロー △192 280

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 352 △345

現金及び現金同等物の期首残高 3,125 3,477

現金及び現金同等物の期末残高 ※１  3,477 ※１  3,132
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数

   7社

 連結子会社の名称

    シントーファミリー㈱

    ㈱北海道シントー

    ㈱早神

    ㈱九州シントー

    シントーサービス㈱

   ジャパンカーボライン㈱

    PT. Shinto Paint Manufacturing Indonesia

(2) 非連結子会社の名称

 　Shinto TOA Vietnam Co., Ltd.

連結の範囲から除いた理由

非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見

合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

 
２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社の数

 5社

主要な会社等の名称

 神東アクサルタ コーティング システムズ㈱等

 
(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称

　Shinto TOA Vietnam Co., Ltd.

 SHINTO-WELBEST MANUFACTURING, INC.

持分法を適用しない理由

 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分

に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体として

も重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

 
(3) 持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項

 持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、当該会社の事業年度に係る財務諸表を

使用しております。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、PT. Shinto Paint Manufacturing Indonesiaの決算日は、12月31日であります。

連結財務諸表の作成にあたっては、同決算日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引につ

いては、連結上必要な調整を行っております。
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４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

 ① 有価証券

   その他有価証券

   時価のあるもの

 決算期末日の市場価格等に基づく時価法（なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

時価のないもの

　移動平均法による原価法

 ② たな卸資産

   通常の販売目的で保有するたな卸資産

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

 ① 有形固定資産

    定額法によっております。

なお、耐用年数については、主として法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均

等償却する方法によっております。

 ② 無形固定資産

    定額法によっております。

なお、耐用年数については、主として法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。ただし、自社利

用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

 

(3) 重要な引当金の計上基準

　① 貸倒引当金

売掛債権等の貸倒れによる損失に備えるために設定しており、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 ② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、当連結会計年度分に対応する支給見込額を計上しております。

 ③ 役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与に充てるため、当連結会計年度分に対応する支給見込額を計上しております。

 ④ 役員退職慰労引当金

一部の子会社は、役員退職慰労金の支出に備えて、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計上しておりま

す。

 

 (4) 退職給付に係る会計処理の方法

　① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給

付算定式基準によっております。

　② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による按分額を費用処理し

ております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による按

分額をそれぞれ発生の翌連結会計年度より費用処理しております。

　③ 未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の

包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。
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  (5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

      連結キャッシュ・フロー計算書における現金及び現金同等物は、手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月

以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない短期的な投資からなっております。

 

  (6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

      消費税等の会計処理

  消費税及び地方消費税の会計処理については、税抜方式によっております。

 
(未適用の会計基準等)

・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日）

 

(1) 概要

　収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の５つのステップを適用し認識されます。

　　ステップ1：顧客との契約を識別する。

　　ステップ2：契約における履行義務を識別する。

　　ステップ3：取引価格を算定する。

　　ステップ4：契約における履行義務に取引価格を配分する。

　　ステップ5：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

 
(2) 適用予定日

　2022年３月期の期首より適用予定であります。

 
(3) 当該会計基準等の適用による影響

　影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。

 
・「時価の算定に関する会計基準」　(企業会計基準第30号　2019年７月４日)

・「時価の算定に関する会計基準の適用指針」　(企業会計基準適用指針第31号　2019年７月４日)

・「棚卸資産の評価に関する会計基準」　(企業会計基準第９号　2019年７月４日)

・「金融商品に関する会計基準」　(企業会計基準第10号　2019年７月４日)

・「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」　(企業会計基準適用指針第19号 2020年３月31日)

 
(1) 概要

国際的な会計基準の定めとの比較可能性を向上させるため、「時価の算定に関する会計基準」及び「時価の算定に

関する会計基準の適用指針」　(以下「時価算定会計基準等」という。)が開発され、時価の算定方法に関するガイダ

ンス等が定められました。時価算定会計基準等は次の項目の時価に適用されます。

・「金融商品に関する会計基準」における金融商品

・「棚卸資産の評価に関する会計基準」におけるトレーディング目的で保有する棚卸資産

また「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」が改訂され、金融商品の時価のレベルごとの内訳等の注記事項

が定められました。

 
(2) 適用予定日

2022年３月期の期首より適用予定であります。

 
(3) 当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当財務諸表の作成時において評価中です。
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・「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）

 
(1) 概要

当年度の財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の財務諸表に重要な影響を及ぼすリ

スクがある項目における会計上の見積りの内容について、財務諸表利用者の理解に資する情報を開示することを目的

とするものです。

 

(2) 適用予定日

2021年３月期の年度末より適用予定であります。

 

(表示方法の変更)

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度において、「受取手形及び売掛金」に含めていた「電子記録債権」および「支払手形及び買掛

金」に含めていた「電子記録債務」は、明瞭性を高める観点から、当連結会計年度より独立掲記することとして

おります。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「受取手形及び売掛金」に表示していた7,796百万円

は、「受取手形及び売掛金」6,663百万円、「電子記録債権」1,132百万円、および「支払手形及び買掛金」に表

示していた6,963百万円は、「支払手形及び買掛金」6,244百万円、「電子記録債務」718百万円として組み替えて

おります。

 
(追加情報)

(重要な会計上の見積り)

当社グループは、連結子会社であるPT. Shinto Paint Manufacturing Indonesiaに係る固定資産の減損の検討

について、提出日現在における新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、同社の受注、販売活動に重大な影響を

及ぼしていないため、インドネシアにおける主要市場の翌連結会計年度以降の需要が徐々に正常化し回復してく

るとの仮定のもと、当有価証券報告書作成時点で入手可能な情報に基づいて固定資産の減損の判定を行っており

ます。

なお、これらの見積りの仮定は不確実性が高く、影響が長期化した場合には将来において損失が発生する可能

性があります。
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(連結貸借対照表関係)

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

投資有価証券(株式) 1,279百万円 1,393百万円

出資金 71百万円 65百万円

計 1,351百万円 1,459百万円
 

 

※２  担保に供している資産並びに担保付債務は以下のとおりであります。

担保に供している資産

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

(財団抵当)     

　尼崎工場並びに千葉工場     

　　土地 12,862百万円 12,862百万円

　　建物及び構築物 51百万円 48百万円

　　機械装置及び運搬具 0百万円 0百万円

(不動産抵当)     

　東京事業所施設並びに厚生施設     

　　土地 2,185百万円 2,185百万円

　　建物及び構築物 440百万円 420百万円

計 15,539百万円 15,516百万円
 

 

担保権によって担保されている債務

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

短期借入金 400百万円 400百万円

長期借入金 500百万円 300百万円

　(うち１年以内の返済予定額) 200百万円 200百万円

計 900百万円 700百万円

(上記のうち工場財団分) 900百万円 700百万円
 

 

３ 保証債務

前連結会計年度(2019年３月31日)

当社の持分法適用会社である神之東塗料貿易（上海）有限公司の金融機関等からの借入債務に対して債務保証を

行っていますが、借入金及び保証の実行残高はありません。

 

当連結会計年度(2020年３月31日)

当社の持分法適用会社である神之東塗料貿易（上海）有限公司の金融機関等からの借入債務に対して債務保証を

行っていますが、借入金及び保証の実行残高はありません。
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※４ 事業用の土地の再評価

土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関する法律の一部を改正す

る法律」（1999年３月31日改正）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、当該再評価差額から再評価に係る繰延

税金負債の金額を控除した金額を土地再評価差額金として純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布 政令第119号）第２条第４号によるところの地価税

の計算のために公表された方法により算定した価額に基づいて、奥行価格補正等合理的な調整を行なって算出して

おります。

・再評価を行った年月日

2000年３月31日

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

再評価を行った土地の期末における時価と
再評価後の帳簿価額との差額

△7,089百万円 △6,925百万円
 

 

※５ 圧縮記帳額

　　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は次のとおりであります。

 
 

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

圧縮記帳額 13百万円 36百万円

　（うち、機械装置及び運搬具） 13百万円 36百万円
 

 

※６ 期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

受取手形 382百万円 －百万円

電子記録債権 59百万円 －百万円

支払手形 346百万円 －百万円

電子記録債務 7百万円 －百万円

設備関係支払手形 38百万円 －百万円
 

 

(連結損益及び包括利益計算書関係)

※１  一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

一般管理費 227百万円 247百万円
 

 

※２ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

建物及び構築物 3百万円 1百万円

機械装置及び運搬具 0百万円 4百万円

工具、器具及び備品 0百万円 0百万円

計 3百万円 6百万円
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※３　減損損失

前連結会計年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

前連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

会社名 用途 種類

PT.Shinto Paint Manufacturing Indonesia

(Bekasi,Indonesia)
事業用資産 建物、機械装置

 

当社グループは、管理会計上の単位を資産グループの基礎とし、独立したキャッシュ・フローを生み出す最

小単位でグルーピングをしています。

　当連結会計年度において、連結子会社であるPT.Shinto Paint Manufacturing Indonesiaの事業計画を見直し

た結果、当初想定していた収益性が見込まれなくなったことから、当該資産グループの帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額を減損損失(720百万円)として特別損失に計上しました。

　その内訳は、建物344百万円及び機械装置375百万円であります。

　なお、当該資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを11.5％

で割り引いて算定しております。

 
当連結会計年度（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

　　該当事項はありません。
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※４ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

その他有価証券評価差額金     

　当期発生額 55百万円 △108百万円

 組替調整額 －百万円 △19百万円

　　税効果調整前 55百万円 △128百万円

　　税効果額 △16百万円 37百万円

　　その他有価証券評価差額金 38百万円 △90百万円

土地再評価差額金     

　税効果額 －百万円 －百万円

為替換算調整勘定     

　当期発生額 △135百万円 35百万円

退職給付に係る調整額     

　当期発生額 △20百万円 10百万円

　組替調整額 1百万円 0百万円

　　税効果調整前 △19百万円 11百万円

　　税効果額 5百万円 △3百万円

　　退職給付に係る調整額 △13百万円 7百万円

持分法適用会社に対する持分相当額     

　当期発生額 △24百万円 31百万円

その他の包括利益合計 △135百万円 △15百万円
 

 

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

(株)
増加
(株)

減少
(株)

当連結会計年度末
(株)

　普通株式 31,000,000 － － 31,000,000
 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

(株)
増加
(株)

減少
(株)

当連結会計年度末
(株)

　普通株式 22,857 4 － 22,861
 

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取りによる増加  ４株

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2018年５月15日
取締役会決議

普通株式 154 5.00 2018年３月31日 2018年６月６日
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(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年５月15日
取締役会決議

普通株式 利益剰余金 154 5.00 2019年３月31日 2019年６月12日
 

 

当連結会計年度（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

(株)
増加
(株)

減少
(株)

当連結会計年度末
(株)

　普通株式 31,000,000 － － 31,000,000
 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首

(株)
増加
(株)

減少
(株)

当連結会計年度末
(株)

　普通株式 22,861 － － 22,861
 

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2019年５月15日
取締役会決議

普通株式 154 5.00 2019年３月31日 2019年６月12日
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年５月15日
取締役会決議

普通株式 利益剰余金 154 5.00 2020年３月31日 2020年６月９日
 

 

 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

 

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

現金及び預金勘定 3,510百万円 3,165百万円

預入期間３か月超の定期預金 △33百万円 △33百万円

現金及び現金同等物 3,477百万円 3,132百万円
 

 

(リース取引関係)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、主に塗料の製造販売事業を行うための設備投資計画に照らして、必要な資金を主に銀行借入で

調達しております。また、短期的な運転資金は銀行借入により調達しております。デリバティブ取引は行わない方

針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
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営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。

 投資有価証券は主に取引先企業との業務に関連する株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は１年以内の支払期日であります。借入金は、主に設備投資

に必要な資金の調達を目的としたものであります。このうち一部は、変動金利であるため金利の変動リスクに晒さ

れています。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、与信管理規定に従い、営業債権については営業管理部門が主要な取引先の状況をモニタリングし、取

引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図って

おります。連結子会社についても、当社の与信管理規定に準じて、同様の管理を行っております。

②  市場リスクの管理

投資有価証券について、定期的に時価や取引先企業の財務状況等を把握しております。

③  資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき企画・経理室(経理財務)が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、

多様な短期資金の資金調達方法を取り入れることにより、流動性リスクの管理に努めております。

④　金利変動リスクの管理

　　主要な借入金の金利変動リスクに対しては、金利を固定化することによりリスク回避を行っております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ

ております。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握すること

が極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（(注２)を参照ください。）。

 

前連結会計年度（2019年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

(１) 現金及び預金 3,510 3,510 －

(２) 受取手形及び売掛金 6,663 6,663 －

(３) 電子記録債権 1,132 1,132 －

(４) 投資有価証券    

①その他有価証券 567 567 －

資産計 11,874 11,874 －

(１) 支払手形及び買掛金 6,244 6,244 －

(２) 電子記録債務 718 718 －

(３) 短期借入金 980 980 －

(４) 長期借入金(1年以内の返済予定
額を含む)

3,734 3,736 △1

負債計 11,677 11,679 △1
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当連結会計年度（2020年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

(１) 現金及び預金 3,165 3,165 －

(２) 受取手形及び売掛金 5,759 5,759 －

(３) 電子記録債権 1,195 1,195 －

(４) 投資有価証券    

①その他有価証券 423 423 －

資産計 10,543 10,543 －

(１) 支払手形及び買掛金 4,262 4,262 －

(２) 電子記録債務 1,009 1,009 －

(３) 短期借入金 1,780 1,780 －

(４) 長期借入金(1年以内の返済予定
額を含む)

3,394 3,395 △1

負債計 10,445 10,446 △1
 

 

(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資  産

(１) 現金及び預金、（２） 受取手形及び売掛金、（３） 電子記録債権

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(４) 投資有価証券

投資有価証券の時価の算定は、取引所の価格によっております。

負  債

(１) 支払手形及び買掛金、(２) 電子記録債務、(３) 短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(４) 長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた

現在価値により算定しております。変動金利による長期借入金は短期間で市場金利が反映されるため、時価は帳

簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

 

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額
（単位：百万円）

区分 2019年３月31日 2020年３月31日

非上場株式（関係会社株式を含む） 1,340 1,449
 

上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（３）投資有価証

券」には含めておりません。
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(注３) 金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額

 

前連結会計年度（2019年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 3,510 － － －

受取手形及び売掛金 6,663 － － －

電子記録債権 1,132 － － －

合計 11,307 － － －
 

 

当連結会計年度（2020年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 3,165 － － －

受取手形及び売掛金 5,759 － － －

電子記録債務 1,195 － － －

合計 10,120 － － －
 

 

(注４) 短期借入金及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額

 

前連結会計年度（2019年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 980 － － － － －

長期借入金 1,957 1,205 571 － － －

合計 2,937 1,205 571 － － －
 

 

当連結会計年度（2020年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 1,780 － － － － －

長期借入金 1,803 1,168 422 － － －

合計 3,583 1,168 422 － － －
 

EDINET提出書類

神東塗料株式会社(E00895)

有価証券報告書

54/87



 

(有価証券関係)

１．その他有価証券

前連結会計年度（2019年３月31日）

 種類
連結貸借対照表

計上額
(百万円)

取得原価
(百万円)

差額
(百万円)

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

(1)株式 566 265 301

小計 566 265 301

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

(1)株式 0 0 △0

小計 0 0 △0

合計  567 265 301
 

(注) 非上場株式（連結貸借対照表計上額60百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

当連結会計年度（2020年３月31日）

 種類
連結貸借対照表

計上額
(百万円)

取得原価
(百万円)

差額
(百万円)

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

(1)株式 344 164 180

小計 344 164 180

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

(1)株式 78 85 △7

小計 78 85 △7

合計  423 249 173
 

(注) 非上場株式（連結貸借対照表計上額56百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。
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(退職給付関係)

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。

なお、一部の連結子会社は、中小企業退職金共済制度に加入しております。

また、一部の連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を適用しております。

 
２．確定給付制度

(1) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

（百万円）

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

退職給付債務の期首残高 1,551 1,696

勤務費用 147 154
利息費用 14 16
数理計算上の差異の発生額 20 △10
退職給付の支払額 △37 △84
その他 0 1

退職給付債務の期末残高 1,696 1,772
 

（注）簡便法を適用した制度を含んでおります。

　

(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に係る資

産の調整表

（百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

非積立型制度の退職給付債務 1,696 1,772
中小企業退職金共済制度 △12 △9

 1,684 1,763

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 1,684 1,763

   
退職給付に係る負債 1,684 1,763

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 1,684 1,763
 

（注）簡便法を適用した制度を含んでおります。

　

(3) 退職給付費用及びその内訳項目の金額

（百万円）

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

勤務費用 147 154

利息費用 14 16

数理計算上の差異の費用処理額 1 0

その他 16 13

確定給付制度に係る退職給付費用 180 184
 

（注）簡便法を適用した連結子会社の退職給付費用は勤務費用に含んでおります。

　

(4) 退職給付に係る調整額

退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。
（百万円）

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

数理計算上の差異 △19 10
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(5) 退職給付に係る調整累計額

退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。
（百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

未認識数理計算上の差異 △11 △21
 

　

(6) 数理計算上の計算基礎に関する事項

主要な数理計算上の計算基礎

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

割引率 1.0％ 1.0％
 

（注）ポイント制を採用しているため、予想昇給率は記載しておりません。

 

(ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

神東塗料株式会社(E00895)

有価証券報告書

57/87



 

(税効果会計関係)

１  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

繰延税金資産     

　貸倒引当金 2百万円 2百万円

　退職給付に係る負債 514百万円 539百万円

　合併受入資産評価差額 15百万円 15百万円

　税務上の繰越欠損金(注)１ 108百万円 120百万円

　減損損失 174百万円 164百万円

　その他 202百万円 197百万円

繰延税金資産小計 1,018百万円 1,040百万円

　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額(注)２ △108百万円 △117百万円

　将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △195百万円 △183百万円

評価性引当額小計 △303百万円 △301百万円

繰延税金資産合計 715百万円 739百万円

     

繰延税金負債     

　その他有価証券評価差額金 92百万円 54百万円

　その他 9百万円 9百万円

　繰延税金負債合計 101百万円 63百万円

繰延税金資産（負債）の純額 613百万円 675百万円
 

(注)１．税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

 
　　　前連結会計年度（2019年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超

２年以内

（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

合計
（百万円）

税務上の繰越欠損金(a) 4 38 45 9 9 － 108

評価性引当額 △4 △38 △45 △9 △9 － △108

繰延税金資産 － － － － － － －
 

（a）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

 
　　　当連結会計年度（2020年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超

２年以内

（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

合計
（百万円）

税務上の繰越欠損金(a) 39 46 10 9 11 2 120

評価性引当額 △39 △46 △10 △9 △11 － △117

繰延税金資産 － － － － － 2 2
 

（a）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
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２  法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

法定実効税率 －％ 30.6％

（調整）     

　交際費等永久に損金に算入されない項目 －％ 1.2％

　持分法による投資損益 －％ △6.0％

　住民税均等割 －％ 1.9％

　試験研究費税額控除 －％ △3.1％

　評価性引当額の増減 －％ △0.2％

　連結子会社の適用税率差異 －％ 1.8％

　受取配当金等永久に益金に算入されない項目 － △0.4％

　海外関係会社の配当金源泉税 －％ 0.3％

　その他 －％ 0.8％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 －％ 26.9％
 

（注）前連結会計年度は、税金等調整前当期純損失の為記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、取り扱う製品・サービス別に事業活動を展開しており、「塗料事業」及び「化成品事業」を２つの報告

セグメントとしております。

「塗料事業」は、合成樹脂塗料等の製造販売をしております。「化成品事業」は、防疫薬剤及び工業用殺菌剤の

受託生産を行っております。

 

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。

　

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

 

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
塗料事業 化成品事業 計

売上高 20,542 1,574 22,117 22,117

セグメント利益又は損失
（△）

685 △3 681 681

セグメント資産 32,610 1,148 33,758 33,758

その他の項目     

  減価償却費 598 27 625 625

　受取利息 0 － 0 0

  支払利息 8 0 8 8

  持分法投資利益 70 － 70 70

　持分法適用会社への
　投資額

1,312 － 1,312 1,312

  有形固定資産及び
  無形固定資産の増加額

370 98 469 469
 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
塗料事業 化成品事業 計

売上高 20,743 1,795 22,538 22,538

セグメント利益 731 28 759 759

セグメント資産 31,706 1,012 32,719 32,719

その他の項目     

  減価償却費 573 37 610 610

　受取利息 0 － 0 0

  支払利息 8 0 9 9

  持分法投資利益 158 － 158 158

　持分法適用会社への
　投資額

1,420 － 1,420 1,420

  有形固定資産及び
  無形固定資産の増加額

476 50 526 526
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４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 22,117 22,538

連結財務諸表の売上高 22,117 22,538
 

 

（単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 681 759

連結財務諸表の経常利益 681 759
 

 

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 33,758 32,719

全社資産(注) 2,612 2,667

連結財務諸表の資産合計 36,370 35,386
 

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない寮・社宅の土地建物であります。

 

（単位：百万円）

その他の項目
報告セグメント計 調整額

連結財務諸表
計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 625 610 － － 625 610

受取利息 0 0 － － 0 0

支払利息 8 9 － － 8 9

持分法投資利益 70 158 － － 70 158

持分法適用会社への投資額 1,312 1,420 － － 1,312 1,420

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

469 526 99 70 569 597
 

(注) １．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に全社資産の設備投資額であります。

    ２．セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

１ 製品及びサービスごとの情報

　　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

　　本邦の外部顧客への売上高が連結損益及び包括利益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2) 有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

 

３ 主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

神東アクサルタ コーティング シス
テムズ㈱

2,304 塗料事業
 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

１ 製品及びサービスごとの情報

　　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

　　本邦の外部顧客への売上高が連結損益及び包括利益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2) 有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

 

３ 主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

大東建託パートナーズ㈱ 2,282 塗料事業
 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

　　塗料事業セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。

　　なお、減損損失の計上額は当連結会計年度において、720百万円であります。

 
　当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

　 該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１  関連当事者との取引

(1) 連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

(ア)連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

種類

会社等

の名称

又は氏名

所在地

資本金又

は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業

議決権等

の所有

(被所有)割合

(％)

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

(百万円)
科目

期末残高

(百万円)

関連会
社（当
該関連
会社の
子会社
を含
む）

神東アク
サルタ
コーティ
ング シ
ステムズ
㈱

東京都
江東区

450

自動車用塗
料・工業用
電着塗料の
販売、技術
サービス及
び技術開発

(所有)
直接50.00

自動車用塗料・
工業用電着塗料
（アルミ電着用
塗料を除く）の
受託生産

役員の兼任

自動車用塗
料製品の受
託生産

2,267

売掛金 413

技術供与 36

 

(注) １ 記載金額のうち、取引金額については消費税等を控除した金額を表示し、期末残高については消費税等を含

めた金額を表示しております。

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等

価格その他の取引条件は、市場価格を参考に決定しております。

   技術料については、契約締結時に双方協議の上決定しております。

 
当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

種類

会社等

の名称

又は氏名

所在地

資本金又

は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業

議決権等

の所有

(被所有)割合

(％)

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

(百万円)
科目

期末残高

(百万円)

関連会
社（当
該関連
会社の
子会社
を含
む）

神東アク
サルタ
コーティ
ング シ
ステムズ
㈱

東京都
江東区

450

自動車用塗
料・工業用
電着塗料の
販売、技術
サービス及
び技術開発

(所有)
直接50.00

自動車用塗料・
工業用電着塗料
（アルミ電着用
塗料を除く）の
受託生産

役員の兼任

自動車用塗
料製品の受
託生産

2,191

売掛金 417

技術供与 46

 

(注) １ 記載金額のうち、取引金額については消費税等を控除した金額を表示し、期末残高については消費税等を含

めた金額を表示しております。

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等

価格その他の取引条件は、市場価格を参考に決定しております。

   技術料については、契約締結時に双方協議の上決定しております。
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(イ) 連結財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

種類

会社等

の名称

又は氏名

所在地

資本金又

は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業

議決権等

の所有

(被所有)割合

(％)

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

(百万円)
科目

期末残高

(百万円)

その他
の関係
会社の
子会社

住化エン
バイロメ
ンタルサ
イエンス
㈱

大阪市
東淀川
区

20

白蟻剤、防
疫剤、抗菌
剤等の販売
並びに技術
開発

なし
化成品の受託生
産等

役員の兼任なし

化成品の受
託生産等

1,574 売掛金 728

原材料の仕
入

1,141 買掛金 600

 

(注) １ 記載金額のうち、取引金額については消費税等を控除した金額を表示し、期末残高については消費税等を含

めた金額を表示しております。

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等

価格その他の取引条件は、市場価格を参考に決定しております。

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

種類

会社等

の名称

又は氏名

所在地

資本金又

は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業

議決権等

の所有

(被所有)割合

(％)

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

(百万円)
科目

期末残高

(百万円)

その他
の関係
会社の
子会社

住化エン
バイロメ
ンタルサ
イエンス
㈱

大阪市
東淀川
区

20

白蟻剤、防
疫剤、抗菌
剤等の販売
並びに技術
開発

なし
化成品の受託生
産等

役員の兼任なし

化成品の受
託生産等

1,795 売掛金 544

原材料の仕
入

1,562 買掛金 631

 

(注) １ 記載金額のうち、取引金額については消費税等を控除した金額を表示し、期末残高については消費税等を含

めた金額を表示しております。

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等

価格その他の取引条件は、市場価格を参考に決定しております。

 

２  重要な関連会社に関する注記

(1) 重要な関連会社の要約財務情報

前連結会計年度及び当連結会計年度において、重要な関連会社は神東アクサルタ コーティング システムズ

㈱、TOA-SHINTO(THAILAND)CO.,LTD.であり、その要約財務情報は以下のとおりであります。

 

    (単位：百万円)

 神東アクサルタ コーティング システムズ㈱ TOA-SHINTO(THAILAND)CO.,LTD.

 前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度

流動資産合計 1,464 1,235 1,286 1,520

固定資産合計 953 723 338 332

     
流動負債合計  917 838 395 359

固定負債合計  11 12 － －

     
純資産合計 1,488 1,107 1,228 1,493

     
売上高  3,104 2,882 2,005 2,030

税引前当期純利益又は

税 引 前 当 期 純 損 失

（△）

 △152 △365 360 458

当期純利益又は

当期純損失（△）

△113 △381 288 366
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(１株当たり情報)

 

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
 至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

１株当たり純資産額 527.65円 539.82円

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額（△）

△10.47円 17.06円
 

(注) １  潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

　１株当たり当期純利益金額又は
　１株当たり当期純損失金額

  

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）(百万円)

△324 528

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）(百
万円)

△324 528

普通株式の期中平均株式数(千株) 30,977 30,977
 

 

３  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 17,109 17,514

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 764 791

(うち非支配株主持分)(百万円) (764) (791)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 16,345 16,722

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(千株)

30,977 30,977
 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【連結附属明細表】

【社債明細表】

該当事項はありません。

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(百万円)

当期末残高
(百万円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 980 1,780 0.13  

１年以内に返済予定の長期借入金 1,957 1,803 0.14  

長期借入金（１年以内に返済予定
のものを除く。）

1,777 1,590 0.15
2021年４月１日から
2023年３月31日

その他有利子負債
長期預り金(１年超)(注)３

458 447 0.30 (注)４

合計 5,173 5,622   
 

(注) １　「平均利率」については、借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２　長期借入金(１年以内に返済予定のものを除く)の連結決算日後５年内における返済予定額は以下のとおりで

あります。

区分
１年超２年以内

(百万円)
２年超３年以内

(百万円)
３年超４年以内

(百万円)
４年超５年以内

(百万円)

長期借入金 1,168 422 － －
 

 ３ 「長期預り金」は連結貸借対照表の固定負債の「その他」に含めて表示しております。

 ４　返済期限は設定されていないため連結決算日後５年間の返済予定額は記載しておりません。

 
【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が当連結会計年度期首及び当連結会計年

度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、記載を省略しております。

 

 

(2) 【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

 

(累計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高 (百万円) 5,647 11,638 17,387 22,538

税金等調整前四半期(当
期)純利益金額

(百万円) 250 442 626 819

親会社株主に帰属する四
半期(当期)純利益金額

(百万円) 138 262 379 528

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 4.47 8.46 12.27 17.06
 

 

(会計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益
金額

(円) 4.47 3.99 3.81 4.80
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

①【貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,289 806

  受取手形 ※１,※５  1,466 ※１  990

  電子記録債権 ※５  1,120 1,173

  売掛金 ※１  4,550 ※１  4,222

  商品及び製品 1,602 1,722

  原材料及び貯蔵品 525 572

  前払費用 22 31

  未収入金 88 112

  その他 3 4

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 10,668 9,636

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 9,762 9,855

    減価償却累計額 △7,931 △8,059

    建物（純額） ※２  1,831 ※２  1,796

   構築物 3,183 3,151

    減価償却累計額 △2,984 △2,963

    構築物（純額） ※２  198 ※２  187

   機械及び装置 ※４  12,772 ※４  12,731

    減価償却累計額 △11,850 △11,813

    機械及び装置（純額） ※２  921 ※２  917

   車両運搬具 463 468

    減価償却累計額 △427 △429

    車両運搬具（純額） 36 38

   工具、器具及び備品 2,664 2,611

    減価償却累計額 △2,385 △2,336

    工具、器具及び備品（純額） 278 274

   土地 ※２  15,646 ※２  15,646

   建設仮勘定 24 12

   有形固定資産合計 18,936 18,874

  無形固定資産   

   借地権 166 166

   ソフトウエア 129 157

   ソフトウエア仮勘定 2 －

   電話加入権 12 12

   無形固定資産合計 310 336
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

  投資その他の資産   

   投資有価証券 632 547

   関係会社株式 1,170 1,170

   出資金 5 5

   関係会社出資金 72 72

   繰延税金資産 585 628

   差入保証金 46 46

   その他 3 30

   投資その他の資産合計 2,516 2,499

  固定資産合計 21,763 21,710

 資産合計 32,432 31,347

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 ※５  929 104

  電子記録債務 684 950

  買掛金 4,629 3,597

  短期借入金 ※２  900 ※２  1,700

  1年内返済予定の長期借入金 ※２  1,957 ※２  1,803

  未払金 439 527

  未払費用 61 62

  未払法人税等 68 58

  預り金 34 36

  賞与引当金 221 216

  役員賞与引当金 14 11

  設備関係支払手形 ※５  330 25

  その他 0 0

  流動負債合計 10,271 9,093

 固定負債   

  長期借入金 ※２  1,777 ※２  1,590

  再評価に係る繰延税金負債 3,910 3,910

  退職給付引当金 1,615 1,708

  長期預り金 453 446

  その他 88 88

  固定負債合計 7,844 7,743

 負債合計 18,115 16,837
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,255 2,255

  資本剰余金   

   資本準備金 585 585

   資本剰余金合計 585 585

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 3,412 3,650

   利益剰余金合計 3,412 3,650

  自己株式 △4 △4

  株主資本合計 6,248 6,486

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 139 93

  土地再評価差額金 7,929 7,929

  評価・換算差額等合計 8,068 8,023

 純資産合計 14,317 14,509

負債純資産合計 32,432 31,347
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②【損益計算書】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

総売上高 ※１  17,007 ※１  17,018

売上値引及び戻り高 93 132

売上高合計 16,914 16,886

売上原価   

 商品及び製品期首たな卸高 1,503 1,602

 当期製品製造原価 12,713 12,588

 当期商品仕入高 1,674 1,693

 合計 15,891 15,884

 他勘定振替高 ※２  336 ※２  286

 商品及び製品期末たな卸高 1,602 1,722

 売上原価合計 13,952 13,875

売上総利益 2,962 3,010

販売費及び一般管理費   

 販売手数料 32 32

 発送費 581 586

 広告宣伝費 83 60

 役員報酬 168 168

 従業員給料及び手当 627 655

 賞与引当金繰入額 89 89

 退職給付費用 60 59

 役員賞与引当金繰入額 14 11

 法定福利費 138 140

 旅費及び通信費 162 160

 賃借料 102 119

 貸倒引当金繰入額 △0 △0

 減価償却費 116 117

 試験研究費 227 247

 業務委託費 166 147

 その他 97 156

 販売費及び一般管理費合計 2,669 2,754

営業利益 292 255

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 ※１  177 ※１  190

 受取賃貸料 ※１  23 ※１  21

 その他 7 7

 営業外収益合計 208 219

営業外費用   

 支払利息 8 8

 支払補償費 18 27

 その他 0 3

 営業外費用合計 26 39

経常利益 474 435
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           (単位：百万円)

          前事業年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 65

 補助金収入 － 23

 特別利益合計 － 89

特別損失   

 固定資産除却損 ※３  3 ※３  6

 固定資産圧縮損 － 23

 関係会社株式評価損 ※４  1,341 －

 特別損失合計 1,344 29

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △870 495

法人税、住民税及び事業税 158 125

法人税等調整額 △60 △22

法人税等合計 97 102

当期純利益又は当期純損失（△） △968 392
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③【株主資本等変動計算書】

 前事業年度(自 2018年４月１日　至 2019年３月31日)

 (単位：百万円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益

剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 2,255 585 585 4,535 4,535 △4 7,371

当期変動額        

剰余金の配当    △154 △154  △154

当期純損失（△）    △968 △968  △968

自己株式の取得      △0 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

       

当期変動額合計 － － － △1,122 △1,122 △0 △1,122

当期末残高 2,255 585 585 3,412 3,412 △4 6,248
 

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 82 7,929 8,011 15,383

当期変動額     

剰余金の配当    △154

当期純損失（△）    △968

自己株式の取得    △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

56 － 56 56

当期変動額合計 56 － 56 △1,066

当期末残高 139 7,929 8,068 14,317
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 当事業年度(自 2019年４月１日　至 2020年３月31日)

 (単位：百万円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益

剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 2,255 585 585 3,412 3,412 △4 6,248

当期変動額        

剰余金の配当    △154 △154  △154

当期純利益    392 392  392

自己株式の取得       －

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

       

当期変動額合計 － － － 238 238 － 238

当期末残高 2,255 585 585 3,650 3,650 △4 6,486
 

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 139 7,929 8,068 14,317

当期変動額     

剰余金の配当    △154

当期純利益    392

自己株式の取得    －

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

△45 － △45 △45

当期変動額合計 △45 － △45 192

当期末残高 93 7,929 8,023 14,509
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

 

(2) その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有するたな卸資産

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

 

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均

等償却する方法によっております。

 

(2) 無形固定資産

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。ただし、自社利用のソフ

トウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

 

４．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

売掛債権等の貸倒れによる損失に備えるために設定しており、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、当事業年度分に対応する支給見込額を計上しております。

 

(3) 役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与に充てるため、当事業年度分に対応する支給見込額を計上しております。
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(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、当事業年度末において発生して

いると認められる額を計上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付

算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による按分額を費用処理

しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）によ

る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度より費用処理しております。

 

５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1) 退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結財務諸表における

これらの会計処理の方法と異なっております。

 
(2) 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理については、税抜方式によっております。

 

(貸借対照表関係)

※１ 関係会社に対する資産及び負債

 

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

受取手形 2百万円 0百万円

売掛金 1,310百万円 1,330百万円
 

 

※２  担保に供している資産並びに担保付債務は以下のとおりであります。

担保に供している資産

 

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

(財団抵当)     

　尼崎工場並びに千葉工場     

　　土地 12,862百万円 12,862百万円

　　建物・構築物 51百万円 48百万円

　　機械及び装置 0百万円 0百万円

(不動産抵当)     

　東京事業所施設並びに厚生施設     

　　土地 2,185百万円 2,185百万円

　　建物 440百万円 420百万円

計 15,539百万円 15,516百万円
 

 

担保権によって担保されている債務

 

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

短期借入金 400百万円 400百万円

１年内返済予定の長期借入金 200百万円 200百万円

長期借入金 300百万円 100百万円

計 900百万円 700百万円

(上記のうち工場財団分) 900百万円 700百万円
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３ 保証債務

前事業年度(2019年３月31日)

　当社の関係会社である神之東塗料貿易（上海）有限公司及びPT. Shinto Paint Manufacturing Indonesiaの金融機

関等からの借入債務に対して債務保証を行っていますが、借入金及び保証の実行残高はありません。

 
当事業年度(2020年３月31日)

　当社の関係会社である神之東塗料貿易（上海）有限公司及びPT. Shinto Paint Manufacturing Indonesiaの金融機

関等からの借入債務に対して債務保証を行っていますが、借入金及び保証の実行残高はありません。

 
※４ 圧縮記帳額

　　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は次のとおりであります。

　

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

圧縮記帳額 13百万円 37百万円

　（うち、機械及び装置） 13百万円 37百万円
 

 

※５ 期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれております。

 
 

前事業年度
(2019年３月31日)

当事業年度
(2020年３月31日)

受取手形 248百万円 －百万円

電子記録債権 59百万円 －百万円

支払手形 221百万円 －百万円

設備関係支払手形 38百万円 －百万円
 

 

(損益計算書関係)

※１  各科目に含まれている関係会社に対するものは、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

売上高 4,253百万円 4,160百万円

受取配当金 165百万円 173百万円

受取賃貸料 14百万円 15百万円
 

 

※２  他勘定振替高の内容は見本品及び自家使用のための払出しその他であります。

 

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自 2018年４月１日
 至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
 至 2020年３月31日)

建物 3百万円 1百万円

構築物 0百万円 0百万円

機械及び装置 0百万円 4百万円

車両運搬具 0百万円 0百万円

工具、器具及び備品 0百万円 0百万円

計 3百万円 6百万円
 

 

※４　関係会社株式評価損は、PT.Shinto Paint Manufacturing Indonesiaに係るものであります。
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(有価証券関係)

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。

(注)  時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式及び関連会社株式の貸借対照表計上額
（単位：百万円）

区分
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）

子会社株式 924 924

関連会社株式 246 246

計 1,170 1,170
 

 

(税効果会計関係)

１  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

繰延税金資産     

　貸倒引当金 0百万円 0百万円

　退職給付引当金 494百万円 522百万円

　合併受入資産評価差額 15百万円 15百万円

　関係会社株式評価損 437百万円 437百万円

　その他 155百万円 150百万円

繰延税金資産小計 1,102百万円 1,125百万円

　評価性引当額 △456百万円 △456百万円

　繰延税金資産合計 646百万円 669百万円

繰延税金負債     

　その他有価証券評価差額金 61百万円 41百万円

　繰延税金負債合計 61百万円 41百万円

繰延税金資産の純額 585百万円 628百万円
 

 

２  法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

法定実効税率 －％ 30.6％

（調整）     

　交際費等永久に損金に算入されない項目 －％ 1.6％

　受取配当金等永久に益金にされない項目 －％ △11.2％

 上記外国受取配当金の源泉税 －％ 0.5％

　住民税均等割 －％ 2.7％

過年度法人税等 －％ 1.4％

　試験研究費税額控除 －％ △5.2％

　その他 －％ 0.3％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 －％ 20.7％
 

（注）前事業年度は、税引前当期純損失の為記載を省略しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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④ 【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(百万円)

当期末残高
(百万円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累

計額
(百万円)

当期償却額
(百万円)

差引当期末
残高

(百万円)

有形固定資産        

　建物 9,762 120 28 9,855 8,059 154 1,796

　構築物 3,183 10 43 3,151 2,963 22 187

　機械及び装置 12,772 234 274 12,731 11,813 233 917

　車両運搬具 463 21 17 468 429 19 38

　工具、器具及び備品 2,664 95 148 2,611 2,336 98 274

　土地
15,646

(11,839)
－ －

15,646

(11,839)
－ － 15,646

　建設仮勘定 24 775 786 12 － － 12

　有形固定資産計 44,517 1,258 1,298 44,477 25,603 528 18,874

無形固定資産        

　借地権 166 － － 166 － － 166

　ソフトウエア 621 72 － 693 536 44 157

　ソフトウエア仮勘定 2 20 22 － － － －

　電話加入権 12 － － 12 － － 12

　無形固定資産計 802 92 22 872 536 44 336
 

(注) １　有形固定資産の当事業年度増加額の主なもの

建物  尼崎・千葉工場建物改修 52百万円

  研究用建物改修 51百万円

機械及び装置  尼崎工場塗料生産設備改造 88百万円

  千葉工場塗料生産設備改造 135百万円

工具、器具及び備品  工場・研究用の測定及び分析用器具 72百万円
 

 

２　無形固定資産の当事業年度増加額の主なもの

ソフトウエア  当社就業管理システム導入 15百万円
 

 

３　土地の当期首残高及び当期末残高の（内書）は、「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律

第34号）及び「土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律」（1999年３月31日改正）により行った事

業用土地の再評価実施前の帳簿価額との差額であります。

 
４　当期首残高及び当期末残高は、取得原価により記載しております。
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【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(目的使用)
(百万円)

当期減少額
(その他)
(百万円)

当期末残高
(百万円)

貸倒引当金 0 － － 0 0

賞与引当金 221 216 221 － 216

役員賞与引当金 14 11 14 － 11
 

(注) 貸倒引当金の「当期減少額(その他)」欄の金額は、一般債権の貸倒実績率による洗替額等であります。

 

(2) 【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ９月30日、３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所
(特別口座)
三井住友信託銀行株式会社  証券代行部
大阪市中央区北浜四丁目５番33号

　　株主名簿管理人
(特別口座)
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

　　取次所 　―

　　買取手数料

単元未満株式を買取る場合の手数料は、以下に定める算式により算定した額と、買
取った単元未満株式数で按分した金額とする。

(算式)１株あたりの買取価格に１単元の株式数を乗じた合計金額のうち

　　 100万円以下の金額につき　　　　　　　　　　 1.150％

　　 100万円を超え500万円以下の金額につき　　　　0.900％

　　 (円位未満の端数を生じた場合には切り捨てる。)

　　 ただし、１単元当たりの算定金額が2,500円に満たない場合には、2,500円とす
る。

公告掲載方法

当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行
う。
　なお、電子公告は当会社のホームページに掲載しており、そのアドレスは次のとお
りである。
　　　http://www.shintopaint.co.jp/

株主に対する特典 なし
 

(注) 当会社の単元未満株主は、次に掲げる権利以外の権利を行使することができない。

会社法第189条第２項各号に掲げる権利

株式割当による募集株式および募集新株予約権の割当てを受ける権利
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度　第125期(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)　2019年６月27日近畿財務局長に提出。

 
(2) 内部統制報告書及びその添付書類

2019年６月27日近畿財務局長に提出。

 

(3) 臨時報告書

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２(株主総会における議決権行使の結果)の規定に基づ

く臨時報告書　2019年６月28日近畿財務局長に提出。

 
(4) 四半期報告書及び確認書

第126期第１四半期(自　2019年４月１日　至　2019年６月30日)　2019年８月９日近畿財務局長に提出。

第126期第２四半期(自　2019年７月１日　至　2019年９月30日)　2019年11月12日近畿財務局長に提出。

第126期第３四半期(自　2019年10月１日　至　2019年12月31日)　2020年２月13日近畿財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

2020年６月23日

神東塗料株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人
 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松   本       　学 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴   原   啓   司 印

 

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる神東塗料株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借

対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、連結財

務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、神

東塗料株式会社及び連結子会社の2020年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

連結財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明

することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・ 連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸表

に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠

に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか

どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎となる

取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入

手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意

見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
＜内部統制監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、神東塗料株式会社の2020年３

月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

当監査法人は、神東塗料株式会社が2020年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の内

部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務

報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
内部統制報告書に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。
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内部統制監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することに

ある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び

適用される。

・ 財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部

統制報告書の表示を検討する。

・ 内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人

は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責

任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、

識別した内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項

について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上
　

 

※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会
社)が別途保管しております。

　２　XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 

2020年６月23日

神東塗料株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人
 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松   本   　   学 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴   原   啓   司 印

 

 

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる神東塗料株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの第126期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、神東塗

料株式会社の2020年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点におい

て適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実

施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付

ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意

を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項

付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう

かとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事

象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上
　

 

※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。

　２　XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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